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日
本
文
芸
家
協
会
理
事
と
な
る
。

第
三
歌
集「
湧
井
」刊
行
。
第
9
回
迢
空
賞
受

迢
空
賞
選
考
委
員
と
な
る
。

宮
中
歌
会
始
の
選
者
に
選
ば
れ
る（
84
年
ま
で

文
庫
本「
上
田
三
四
二
歌
集
」刊
行
。

「
深
ん
ど
」刊
行
。
日
本
作
家
代
表
団
の
一
員
と

し
て
中
国
訪
問
。

現
代
歌
人
協
会
理
事
に
な
る（
85
年
ま
で
）。

「
遊
行
」に
よ
り
第
10
回
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
賞
受

賞
。

「
短
歌
一
生
」刊
行
。
紫
綬
褒
章
受
賞
。
第
43
回

日
本
芸
術
院
賞
受
賞
。

「
祝
婚
」に
よ
り
第
15
回
川
端
康
成
文
学
賞
受
賞
。

1
月
8
日
、
永
眠（
65
歳
）

た
も
の
で
、
子
ど
も
の
頃
に
見
た
来

迎
寺
の
閻
魔
堂
の
思
い
出
と
と
も
に

病
に
倒
れ
た
父
と
父
を
介
護
す
る
母

の
郷
里
で
の
生
活
を
思
い
起
こ
す
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
生
家
の
思
い
出
の
中
で
、
上
田
の

心
に
強
く
刻
ま
れ
て
い
る
の
が
前
栽

に
面
し
た
廊
下
の
柱
で
す
。

　
上
田
が
旧
制
中
学
生
だ
っ
た
時
に

父
が
脳
溢
血
で
倒
れ
、
郷
里
に
帰
っ

て
療
養
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
父
の
療
養
生
活
の
中
で
唯
一
の

慰
み
が
廊
下
に
立
っ
て
前
栽
を
眺
め

る
こ
と
で
、
そ
の
時
、
つ
か
ま
っ
て

い
た
柱
が
父
の
手
の
置
か
れ
た
部
分

だ
け
真
っ
黒
に
な
っ
て
い
た
、
と
い

う
も
の
で
す
。
今
は
こ
の
柱
の
黒
ず

み
も
か
な
り
薄
く
な
っ
て
き
た
そ
う

で
す
が
、
前
栽
に
面
し
た
廊
下
に
そ

の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
幼
少
期
の
故
郷
の
思
い
出

を
小
説
に
し
た
も
の
に
「
深
ん
ど
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
小
説
は
、
一
緒

に
遊
ん
で
い
た
近
所
の
子
供
が
貯
水

池
で
お
ぼ
れ
、
上
田
が
近
く
の
大
人

に
知
ら
せ
、
助
け
ら
れ
る
と
い
う
事

件
を
描
い
た
も
の
で
す
。

　
ど
ち
ら
の
作
品
も
ふ
る
さ
と
の
風

景
を
叙
情
豊
か
に
描
写
し
て
い
て
、

ふ
る
さ
と
を
捨
て
た
と
い
う
負
い
目

を
感
じ
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
へ

の
強
い
郷
愁
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
作
品
で
す
。

　
上
田
の
小
説
集
は
５
冊
あ
り
、
そ

の
う
ち
「
花
衣
」
を
除
く
小
説
集
は

上
田
自
身
の
半
生
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
も
の
で
す
。
小
説
を
通
し
て
郷
土

出
身
の
歌
人
の
生
涯
を
知
る
の
も
楽

し
い
も
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

深
ん
ど

全国にある上田三四二の歌碑
（ゆかりの地に8か所）

前栽に面する黒ずみのある廊下の柱

１

2

3

4

5

6

7

8

鶯山荘文学碑林（新潟県佐渡市鷲崎）
　「雪の田をつらぬきてここに道はみゆ
　行く角巻や散る風花や」

那智山青岸渡寺（和歌山県那智勝浦町）
　「瀧の水は空のきうぼみにあらはれて
　空ひきおろしさまに落下す」

由良の里センター前（京都府宮津市由良）
　「うつしみはいのち養ふ吹く風も
　海こえてふく由良浜ここは」

JR山城青谷駅前（京都府城陽市市辺五島）
　「満ちみちて梅咲ける野の見えわたる
　高丘は吹く風か匂いつ」

橋寺放生院（京都府宇治市宇治東内）
　「橋寺にいしふみ見れは宇治川や
　大きいにしへは河越え賀祢吉」

柏原八幡神社前（丹波市柏原町）
　「蝉声のしけき人なき社頭には
　受験少年のわかまぼろしあゆむ」

　「拝殿の石に蜥蜴のはしるさへ
　昔日に似てうつつなきかも」

樫山町山ノ神社（小野市樫山町）
　「ふるさとの餅はうまし咽こしの
　つやめくものをこの世とぞいふ」

好古館横（小野市西本町）＝写真
　「ちる花は數かきりなしことことく
　光をひきて谷にゆくかも」

※

※

天
皇
皇
后
両
陛
下
の
御
前
で
、
一
般

か
ら
応
募
の
あ
っ
た
詠
進
歌
の
中
か

ら
、
選
者
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
歌
な

ど
が
詠
み
上
げ
ら
れ
る
。

遺稿「紅萌ゆる」　最後の短編小説

賞
。

は
な
ご
ろ
も

え
ん
ま
ど
う

ゆ
う
ぎ
ょ
う

し
ゅ
く
こ
ん

わ
く 

い

）。
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上田三四二特集

歌
人
・
小
説
家
・
文
芸
評
論
家
な
ど
多
彩
に
活
躍

上
田
三
四
二
の
足
跡
を
た
ど
る
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7
月
21
日
、
兵
庫
県
加
東
郡
市
場
村
字
樫
山

（
現
小
野
市
樫
山
町
）に
生
ま
れ
る
。

市
場
小
学
校
に
入
学
。

父
親（
教
員
）の
転
勤
で
兵
庫
県
川
辺
郡
東
谷
村

に
転
居
。

旧
制
兵
庫
県
立
伊
丹
中
学
校
に
入
学
。

父
親
の
転
勤
で
氷
上
郡
新
井
村
へ
転
居
。
旧
制

県
立
柏
原
中
学
校
に
転
校
。

旧
制
第
三
高
等
学
校（
理
科
甲
類
）に
入
学
。

京
都
帝
国
大
学
医
学
部
に
入
学
。

医
師
国
家
試
験
合
格
。
歌
誌「
新
月
」に
加
わ
る
。

国
立
京
都
療
養
所
に
赴
任
。

「
異
質
へ
の
情
熱
」が『
短
歌
研
究
』の
新
人
評
論

に
入
選
。

第
一
歌
集「
黙
契
」刊
行
。

医
学
博
士
と
な
る
。

「
斎
藤
茂
吉
論
」に
よ
り
第
4
回
群
像
新
人
文
学

賞（
評
論
部
門
）受
賞
。「
逆
縁
」が
同
じ
く
小
説

部
門
の
最
優
秀
作
と
な
る
。

「
佐
渡
玄
冬
」に
よ
り
第
6
回
短
歌
研
究
賞
受
賞
。

上
田
三
四
二
略
年
譜

　
上
田
三
四
二
は
、
大
正
12
年
７
月

21
日
、
当
時
の
加
東
郡
市
場
村
樫
山

（
現
在
の
小
野
市
樫
山
町
）
に
生
ま

れ
ま
し
た
。

　
小
学
校
５
年
生
ま
で
樫
山
で
過
ご

し
ま
す
が
、
小
学
校
の
教
師
を
し
て

い
た
父
親
の
転
勤
の
た
め
、
川
辺
郡

東
谷
村
（
現
在
の
川
西
市
）
に
転
居
。

そ
こ
で
小
学
校
を
卒
業
し
、
旧
制
県

立
伊
丹
中
学
に
入
学
し
ま
す
が
、
再

び
父
親
の
転
勤
の
た
め
丹
波
柏
原
へ

転
居
し
、
旧
制
柏
原
中
学
を
卒
業
し

ま
す
。
旧
制
第
三
高
等
学
校
、
京
都

大
学
医
学
部
へ
と
進
み
、
そ
の
後
、

医
療
に
従
事
し
な
が
ら
文
学
活
動
を

行
い
ま
す
。

　
医
師
と
し
て
の
上
田
は
、
昭
和
35

年
に
博
士
号
を
取
得
。
そ
の
後
は
結

核
療
養
所
に
勤
務
し
、
当
時
国
民
病

と
い
わ
れ
て
い
た
結
核
の
治
療
に
力

を
注
ぎ
ま
す
。

　
文
学
で
は
、
短
歌
を
は
じ
め
、
評

論
や
小
説
で
も
高
い
評
価
を
受
け
、

数
多
く
の
文
学
賞
を
受
賞
す
る
な
ど

昭
和
の
文
芸
界
に
大
き
な
足
跡
を
残

し
ま
し
た
。
特
に
短
歌
で
は
昭
和
54

年
か
ら
59
年
ま
で
と
、
昭
和
62
年
、

63
年
の
８
年
間
に
わ
た
っ
て
宮
中
歌

会
始
の
選
者
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

小
学
5
年
生
ま
で
小
野
に

ふ
る
さ
と
樫
山

　
上
田
の
生
家
は
当
時
、
樫
山
町
で

唯
一
北
向
き
の
玄
関
の
家
で
、
上
田

が
住
ん
で
い
た
こ
ろ
の
ま
ま
現
在
も

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
生
家
の
こ
と
を
書
い
た
小
説

に
「
故
山
」
が
あ
り
ま
す
。
上
田
が

家
族
を
連
れ
て
父
母
の
法
事
の
た
め

に
帰
省
し
た
時
の
こ
と
を
小
説
に
し

　
上
田
は
自
身
の
生
い
立
ち
や
さ
ま

ざ
ま
な
出
来
事
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

小
説
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
に

は
ふ
る
さ
と
樫
山
も
登
場
し
ま
す
。

故
山

上田三四二の生家

名
前
の
由
来

父
勇
二
、
母
ち
さ
と
の
長
男
。
祖
父
三

四
郎
よ
り
、
父
の
名
と
合
わ
せ
て
三
四

二
と
命
名
。

　
6
月
11
日
に
、
上
田
三
四
二
記
念「
小
野
市
短
歌
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
上
田
三
四
二
の
文
芸
界
の
功
績
を
振
り
返
り
ま
す
。

ぎ
ゃ
く
え
ん

も
く
け
い

さ   

ど 

げ
ん
と
う
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小
野
市
詩
歌
文
学
賞

　
全
国
の
主
な
歌
人
ら
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
そ
の

結
果
を
参
考
に
選
考
委
員
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

受
賞
作
品

の
紹
介

短
歌
部
門

俳
句
部
門

詩
部
門

『
山
鳩
集
』（
第
8
歌
集
）

小
池 

光 

氏

『
鏡
騒
』（
第
6
句
集
）

八
田 

木
枯 

氏

『
ユ
ニ
コ
ー
ン
の
夜
に
』（
第
7
詩
集
）

水
野 

る
り
子 

氏

【受賞理由】
「その視線の冴えによって多くの
読者を引きつけた」と評価。

【受賞理由】
「沈静な世界に練れた技法の根を
おろし、年輪のかもす大人振り
の句集」と評価。

【受賞理由】
「日常の生活体験の上でその詩境
を表現することで巧さの限界を
乗り越えた」と評価。

や
ま
ば
と

か
が
み
ざ
い

は
っ
た
　    

こ
が
ら
し

ひ
か
る

好
古
館
で
企
画
展
を
開
催

「
歌
人
・
上
田
三
四
二
〜
生
涯
と
業
績
〜
」

　
上
田
三
四
二
記
念
「
小
野
市

短
歌
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
開
催
に

あ
わ
せ
、
上
田
三
四
二
の
企
画

展
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
年
は
、
上
田
三
四
二
の
生

い
立
ち
か
ら
幅
広
い
文
学
の
業

績
を
、
写
真
や
関
係
資
料
、
自

筆
原
稿
、
著
書
な
ど
で
紹
介
し

ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
度
の
短
歌
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
優
秀
作
品
（
１
席
か
ら

５
席
）
を
作
者
自
筆
の
色
紙
で

紹
介
し
ま
す
。

●入 館 料　　高校生以上　２００円
　　　　　　　小・中学生　１００円
　　　　 　   （ココロンカード持参で無料）
●展示場所　　好古館２階　展示室
●休 館 日　　月曜日

日本作家代表団の一員として中
国を訪問したときに、メモした
り、短歌を書き留めたノート。

「したたるひかり」と
題する24編の連作の
短歌で、万葉仮名で
書かれた巻物。

6
１０

〜
7
１０
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上田三四二特集

第
3
回「
小
野
市
詩
歌
文
学
賞
」

第
22
回
上
田
三
四
二
記
念「
小
野
市
短
歌
フ
ォ
ー
ラ
ム
」開
催

詩
歌
や
三
四
二
の
世
界
に
　  

れ
て
み
よ
う

6
月
11
日
（土）
　

12
時
30
分
か
ら

う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ

と
き

と
こ
ろ

し  

い  

か

　
当
市
出
身
の
上
田
三
四
二
氏
の
歌
人
、
作
家
、
文
芸
評
論
家
と
し
て
の
功

績
を
た
た
え
る
「
小
野
市
短
歌
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
、
一
般
公
募
に
よ

る
短
歌
の
入
賞
作
品
の
選
評
、
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。　

　
ま
た
、「
小
野
市
詩
歌
文
学
賞
」
は
、
前
年
中
に
刊
行
さ
れ
た
歌
集
、
句
集
、

詩
集
の
う
ち
最
も
優
れ
た
作
品
を
顕
彰
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
２
つ
の
大
会
を
併
設
す
る
こ
と
で
「
短
歌
、詩
歌
の
ま
ち
お
の
」

を
全
国
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

歌集、句集、詩集の分野で最も素晴らし
い作品を選び顕彰。

学生の部と一般の部の優秀作品の表彰。

馬場あき子氏と永田和宏氏が、入賞作品
をスライドを使い、わかりやすく解説。

エクラ大会議室で、選者や講師と懇親を
深めませんか（参加料　1人1,000円）。

講師　金子兜太 氏
第2回小野市詩歌文学賞
（俳句部門）受賞

その他にも、イベントがたくさん
に触れよう！和

大会議室

（10：30～12：30）

ハートフルサロン
芸能コーナー 憩いのコーナー

特産品コーナー

小野三曲協会によるお琴や尺八
の演奏、小野市茶道協会による
お茶で、おもてなしします。

文化連盟芸能部の皆さん（10団
体）が、伝統芸能を披露します。

ぷらっときすみのの商品が並びます。

選考委員を紹介します

辻井　喬氏 宇多　喜代子氏 永田　和宏氏馬場　あき子氏

短 歌部門 詩 部門 俳 句部門 短 歌部門

かねこ    とうた

 

触 
オープニング「播州歌舞伎」
                   県立播磨農業高校による演舞

  講  演　テーマ「生きもの感覚」

「小野市詩歌文学賞」授賞式

「小野市短歌フォーラム」表彰式

「小野市短歌フォーラム」入選歌の選評

終了後   懇親会

第1部

第2部

第3部

第4部
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お
ね
え
ち
ゃ
ん
む
か
つ
く
時
も
あ
る
け
れ
ど

や
っ
ぱ
り
き
ら
い
に
な
れ
な
い
の
だ
よ

　
　
　
　
　    

大
部
小
６
年
　
藤
本 

ち
な
の

お
母
さ
ん
作
っ
て
く
れ
た
セ
ー
タ
ー
は
い
い

に
お
い
し
て
あ
っ
た
か
い
ん
だ

　
　
　
　
　
　 

下
東
条
小
５
年
　
岩
﨑 

梨
那

七
夕
の
お
り
ひ
め
さ
ま
と
ち
が
う
け
ど
一
年

一
度
祖
父
に
会
う
ぼ
く

　
　
　
　
　    

下
東
条
小
５
年
　
井
上 

創
太

お
ん
が
く
か
い
う
た
の
と
ち
ゅ
う
に
よ
こ
を
む
く

そ
の
し
ゅ
ん
か
ん
に
し
ゃ
し
ん
と
ら
れ
た

　
　
　
　
　
　 

下
東
条
小
６
年
　
前
田 

一
輝

冬
の
夜
ま
た
な
と
笑
う
父
送
り
単
身
赴
任
長
く

さ
み
し
く

　
　
　
　
　
　
　
河
合
小
６
年
　
掘
井 

大
貴

流
れ
星
す
う
っ
と
消
え
て
い
な
く
な
る
わ
た
し

の
と
な
り
に
君
は
居
た
の
に

　
　
　
　
　
　
　 

小
野
中
１
年
　
山
本 

紗
椰

美
ら
海
で
キ
レ
イ
な
魚
見
て
い
た
ら
誰
か
に

似
て
る
口
を
発
見

　
　
　
　
　
　   

小
野
中
３
年
　
松
尾 

優
希

着
替
え
し
た
制
服
の
上
に
猫
が
い
て
私
の

ぬ
く
み
に
丸
く
な
っ
て
い
る

　
　
　
　
　    

小
野
南
中
１
年
　
大
西 

沙
弥

夕
飯
を
楽
し
み
に
待
つ
僕
の
前
そ
れ
は
な
い

だ
ろ
サ
ン
マ
登
場

　
　
　
　
　
　
　 

小
野
高
校
１
年
　
永
井 

僚

　
ケ
ン
カ
し
た
直
後
だ
っ
た
け
ど
、
話

し
か
け
ら
れ
た
ら
う
れ
し
い
と
思
っ
て

し
ま
う
。
そ
の
気
持
ち
を
書
き
ま
し
た
。

　
お
母
さ
ん
が
編
ん
で
く
れ
た
セ
ー

タ
ー
が
と
て
も
あ
た
た
か
く
て
、
い
い

に
お
い
が
し
て
、
あ
た
た
か
い
気
持
ち

に
な
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
作
り
ま

し
た
。

　
小
さ
い
頃
よ
く
遊
ん
で
も
ら
っ
た
お

じ
い
ち
ゃ
ん
が
入
院
し
て
、
年
１
回
し

か
会
え
な
く
な
っ
た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん

に
会
い
た
い
と
い
う
思
い
で
作
り
ま
し

た
。

　
学
習
発
表
会
（
音
楽
会
）
で
、
横
を

向
い
て
い
た
と
こ
ろ
を
写
真
に
撮
ら
れ

て
し
ま
っ
た
。
そ
の
時
は
恥
ず
か
し

か
っ
た
け
ど
、
入
賞
で
き
て
今
は
う
れ

し
い
で
す
。

　
も
う
中
学
生
だ
か
ら
、
さ
み
し
い
と

言
っ
て
い
ら
れ
な
い
け
ど
、
や
っ
ぱ
り

少
し
さ
み
し
い
。
お
父
さ
ん
に
早
く

帰
っ
て
き
て
ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち
で

作
り
ま
し
た
。

　
好
き
な
人
や
友
達
と
け
ん
か
を
し
た

と
き
に
、
思
い
つ
き
ま
し
た
。
自
分
の

気
持
ち
が
入
っ
て
い
る
作
品
な
の
で
、

た
く
さ
ん
の
人
に
見
て
も
ら
え
る
の
が

う
れ
し
い
で
す
。

　
修
学
旅
行
で
、
沖
縄
の
美
ら
海
水
族

館
の
魚
を
見
て
い
た
ら
、
友
だ
ち
の
口

に
と
て
も
似
た
魚
が
い
て
印
象
的
だ
っ

た
の
で
、
そ
の
時
の
気
持
ち
を
短
歌
に

し
ま
し
た
。

　
冬
、
私
の
飼
っ
て
い
る
猫
が
私
の
制

服
の
上
で
あ
っ
た
か
そ
う
に
丸
ま
っ
て

い
た
の
が
か
わ
い
く
て
、
そ
れ
を
思
い

出
し
て
作
り
ま
し
た
。

　
秋
、
食
卓
に
は
秋
刀
魚
が
よ
く
出
て

き
ま
す
。
あ
る
日
、
今
夜
は
何
か
な
と

期
待
し
て
い
た
ら
、
ま
た
秋
刀
魚
だ
っ

た
。
そ
の
シ
ョ
ッ
ク
の
大
き
さ
を
書
き

ま
し
た
。

秋
の
葉
に
囲
ま
れ
な
が
ら
の
お
に
ご
っ
こ
坂
を

下
っ
て
相
手
に
タ
ッ
チ

　
　
　
　
　
　
　 

来
住
小
４
年
　
藤
尾 

基
揮

　
三
田
市
の
公
園
へ
行
っ
た
と
き
に
、

み
ん
な
と
一
緒
に
鬼
ご
っ
こ
を
し
て
遊

ん
で
楽
し
か
っ
た
こ
と
を
書
き
ま
し

た
。

稲
か
り
が
終
っ
た
田
ん
ぼ
を
散
歩
す
る
息
を

す
う
音
よ
く
聞
こ
え
る
よ

　
　
　
　
　
　    

小
野
小
５
年
　
紙
本 

拓
哉

　
田
ん
ぼ
を
見
て
い
て
、「
静
か
や
な

あ
。」
と
思
っ
て
、
こ
の
短
歌
を
思
い

つ
き
ま
し
た
。
稲
刈
り
が
終
わ
っ
た
田

ん
ぼ
の
静
け
さ
を
表
現
し
ま
し
た
。

初
対
面
大
仏
さ
ん
に
こ
ん
に
ち
は
ぼ
く
は
こ
こ

だ
よ
目
が
あ
わ
な
い
よ

　
　
　
　
　
　
　 

小
野
小
６
年
　
柏
木 

宏
之

　
修
学
旅
行
で
奈
良
に
行
っ
た
と
き

に
、
初
め
て
大
仏
を
見
て
、
と
て
も
大

き
い
な
と
思
っ
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た

の
で
、
作
品
に
し
ま
し
た
。

優
秀
（
小
野
市
関
係
分
）
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上田三四二特集

小
野
市
短
歌
フ
ォ
ー
ラ
ム

受
賞
作
品
の
紹
介

　
全
国
か
ら
５
，
１
４
５
首（
一
般
の
部 

１
，４
４
８

首
、
小
・
中
・
高
校
生
の
部
３
，
６
９
７
部
）の
応
募

が
あ
り
、
次
の
皆
さ
ん
の
受
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。

受
賞
者
の
コ
メ
ン
ト
と
併
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

一
席

二
席

三
席

四
席

一
般
の
部

五
席

入
選（
小
野
市
関
係
分
）

小
・
中
・
高
校
生
の
部

最
優
秀

身
の
内
に
素
数
を
秘
め
て
い
し
如
く

メ
タ
セ
コ
イ
ア
は
冬
空
に
立
つ

　
　
　
　
　
　
　   

加
古
川
市
　
牧
野 

真
弓

し
ん
し
ん
と
寝
息
の
よ
う
に
雪
が
ふ
る
窓
を

あ
け
よ
と
病
み
し
夫
は

　
　
　
　
　
　
　   

西
脇
市
　
朝
井 

美
津
子

吸
う
音
の
よ
う
よ
う
そ
ろ
う
秋
ま
で
を
ゆ
っ
た
り

ハ
モ
ニ
カ
聞
き
く
れ
し
雲

　
　
　
　
　
　
香
川
県
丸
亀
市
　
直
井 

友
子

夜
を
昼
を
酸
素
マ
ス
ク
に
睡
り
ゐ
る
子
に
も

告
げ
ら
る
消
灯
チ
ャ
イ
ム

　
　
　
　
　
　         

神
戸
市
　
若
林 

久
子

隣
よ
り
聞
こ
え
て
く
る
よ
和
時
計
が
昼
の

さ
ん
ま
の
匂
ひ
を
つ
れ
て

　
　
　
　
　    

岩
手
県
奥
州
市
　
菊
池 

尚
子

爆
ず
る
こ
と
忘
れ
し
豆
か
か
ら
か
ら
と
師
走

寂
し
き
田
の
音
を
聞
く

　
　
　
　
　
　
　
　    
黒
川
町
　
小
林 

洋
子

よ
う
来
た
が
よ
う
来
て
く
れ
た
に
変
は
り
た
る

父
と
の
時
間
ゆ
つ
く
り
進
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
曽
根
町
　
田
中 

春
代

ハ
ム
ス
タ
ー
す
ご
く
か
わ
い
い
し
ん
ゆ
う
だ

ど
ん
な
し
ぐ
さ
も
い
や
さ
れ
ち
ゃ
う
な

　
　
　
　
　   

小
野
東
小
５
年
　
藤
原 

有
紗

写
真
よ
り
実
物
見
る
と
目
に
残
る
ま
ど
が

は
ず
れ
た
原
爆
ド
ー
ム

　
　
　
　   

甲
南
女
子
中
２
年
　
大
道 

実
和

山
茶
花
の
影
で
話
を
し
た
っ
け
ね
君
の
ま
つ
げ

を
ま
だ
覚
え
て
る

　 

茨
城
県
下
館
第
一
高
校
２
年
　
小
川 

莉
奈

　
短
歌
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
投
詠
数

も
多
く
、
内
容
も
充
実
し
て
い
る

の
で
、
い
つ
も
勉
強
の
つ
も
り
で

参
加
し
て
い
ま
し
た
が
、
ま
さ
か

入
選
す
る
と
は
本
当
に
思
っ
て
も

み
な
い
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
を
機

会
に
、
自
分
の
思
っ
た
こ
と
を
素

直
に
言
葉
に
し
て
紡
い
で
い
く
こ

と
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
半
世
紀
短
歌
に
魅
せ
ら
れ
て
き
ま

し
た
が
、
歌
を
詠
む
こ
と
は
と
て
も

難
し
い
で
す
。
感
動
を
与
え
て
く
れ

る
短
歌
は
私
に
生
き
る
力
、
喜
び
を

与
え
て
く
れ
ま
す
。
三
四
二
先
生
の

生
誕
の
地
に
生
き
る
縁
を
大
切
に

し
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
体
調
を
崩
し
入
院
し
た
父
の

弱
々
し
く
な
っ
た
言
動
に
胸
が
痛

み
、
祈
る
よ
う
な
思
い
を
込
め
た

一
首
で
す
。
幸
い
、
手
厚
い
看
護

の
お
か
げ
で
元
気
を
取
り
戻
し
感

謝
し
て
い
ま
す
。
こ
の
度
の
受
賞

は
、
父
が
一
番
喜
ん
で
く
れ
ま
し

た
。　

　
初
め
て
飼
っ
た
ペ
ッ
ト
の
ハ
ム

ス
タ
ー
の
し
ぐ
さ
を
見
た
と
き
の

「
か
わ
い
い
」
と
か
「
い
や
さ
れ
る

な
」
と
い
う
気
持
ち
を
素
直
に
表

現
し
ま
し
た
。

※

投
稿
時
の
学
年
で
掲
載

（
敬
称
略
）

は
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Ｏ
Ｎ
Ｏ
い
じ
め
等
防
止
ウ
ィ
ー
ク

女
性
弁
護
士
に
よ
る

　
　  

「
女
性
の
た
め
の
法
律
相
談
」

〜
育
て
よ
う 

や
さ
し
い
心

　
大
切
に
し
よ
う 

心
の
き
ず
な
〜

　
明
る
く
住
み
よ
い
社
会
づ
く
り
を
、
み

ん
な
で
考
え
る
週
間
で
す
。
こ
の
機
会
に
、

家
庭
や
地
域
、
職
場
、
学
校
で
、
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

　
女
性
弁
護
士
が
女
性
の
抱
え
る
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
（
Ｄ
Ｖ
、
離
婚
な
ど
）
を
解
決

す
る
た
め
に
法
律
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日
時
　
６
月
20
日
㈪
13
時
か
ら
16
時
10

分
ま
で

※

相
談
日
ま
で
に
、
事
前
相
談
が
必
要

▼
場
所
　
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ
２
階

中
会
議
室

▼
対
象
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
、
在

学
の
女
性

▼
定
員
　
４
人
（
１
人
に
つ
き
30
分
）

※

先
着
順

▼
料
金
　
無
料
　
託
児
あ
り
（
要
予
約
）

▼
申
し
込
み
先
　
Ｏ
Ｎ
Ｏ
ひ
ま
わ
り
ほ
っ

と
ラ
イ
ン
（
☎
　
４
１
１
０
）
、
女
性

の
た
め
の
相
談
（
☎
　
８
２
５
０
）

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
フ

　
グ
ル
ー
プ
（
☎
　
４
３
１
１
）

小
野
ま
つ
り関連

情
報

屋
台
村
出
店
者
募
集

　
屋
台
村
に
出
店
さ
れ
る
方
を
募
集
し
ま

す
。
詳
し
く
は
エ
ク
ラ
窓
口
備
え
付
け
の

募
集
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
８
月
20
日
㈯
15
時
か
ら
21
時
ま

で
、
21
日
㈰
10
時
か
ら
21
時
ま
で

※

21
日
㈰
の
大
池
総
合
公
園
市
民
広
場
は

18
時
ま
で

※

原
則
、
両
日
出
店

▼
場
所
　
大
池
総
合
公
園
市
民
広
場
、
う

る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ

▼
出
店
料
　
１
０
，
０
０
０
円

▼
申
し
込
み
期
限
　
６
月
30
日
㈭
必
着

※

申
し
込
み
時
に
臨
時
営
業
許
可
書
の
コ

　
ピ
ー
が
必
要

　
多
く
の
方
々
が
参
加
し
、
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
に
「
ス
テ
ー
ジ
開
放
」
の

時
間
を
設
け
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
日
ご

ろ
の
成
果
を
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
　
８
月
20
日
㈯
14
時
か
ら
17
時
ま

　
で
（
随
時
）

▼
場
所
　
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ
メ
イ

　
ン
ス
テ
ー
ジ
（
や
す
ら
ぎ
広
場
）

▼
参
加
人
数
　
１
チ
ー
ム
原
則
５
人
以
上

オ
ー
プ
ン
ス
テ
ー
ジ
出
演
者
募
集

▼
出
演
時
間
　
10
分
以
内
（
準
備
・
演

技
・
撤
収
含
む
）

▼
参
加
料
　
１
チ
ー
ム
３
，
０
０
０
円

※

チ
ー
ム
の
８
割
以
上
が
中
学
生
以
下
の

　
場
合
は
無
料

▼
申
し
込
み
期
限
　
７
月
20
日
㈬
必
着

※

詳
し
く
は
、
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ

　
窓
口
備
え
付
け
の
募
集
要
項
を
ご
覧
く

　
だ
さ
い
。

　
小
野
ま
つ
り
を
「
自
分
た
ち
の
ま
つ

り
」
と
し
て
愛
着
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
の
思
い
か
ら
、
今
年
も
運
営
を
一
緒

に
し
て
い
た
だ
け
る
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し

ま
す
。

▼
募
集
日
時
　
８
月
20
日
㈯
、
21
日
㈰
の

両
日
ま
た
は
ど
ち
ら
か
１
日
。
約
３
〜

８
時
間
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※

事
前
準
備
は
別
日
程

※

報
酬
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
（
ス
タ
ッ
フ

　
グ
ッ
ズ
の
支
給
あ
り
）

▼
内
容
　
給
水
・
ご
み
拾
い
な
ど

▼
応
募
資
格
　
ど
な
た
で
も
Ｏ
Ｋ
。
中
学

生
・
高
校
生
は
昼
間
の
み
（
小
学
生
以

下
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
）。

　　　

サ
ポ
ー
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
募
集

◯63

◯62◯63

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
（
共
通
）

小
野
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人 

北
播
磨
市
民
活
動
支
援
セ
ン

☎
　
８
１
５
６
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
２
４
０
０
　

〒
６
７
５－

１
３
６
６
　
小
野
市
中
島
町

72
番
地
　
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ

E-m
ail onom

atsuri@
ksks-arche.jp

◯63

◯62

申
し
込
み
方
法
（
共
通
）　

う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ
窓
口
に
備
え
付

け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
ま
た
は
、
持

参
に
て
事
務
局
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
電
話
で
の
申
し
込
み
は
不
可
）。

タ
ー
）

６
月
20
日
〜
26
日
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義
援
金
の
募
集
を
延
長
し
ま
す

　
３
月
14
日
か
ら
市
役
所
で
募
金
箱
を
設

置
し
て
、
義
援
金
を
受
け
付
け
た
結
果
、

当
初
期
限
と
し
て
い
た
４
月
22
日
ま
で

に
、
１
，
２
１
３
万
円
の
募
金
が
集
ま
り

ま
し
た
。

　
義
援
金
を
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
に
、
心
よ
り
感
謝
し
、
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
な
お
、
集
ま
っ
た
義
援
金
は
、
東
日
本

大
震
災
兵
庫
県
募
集
委
員
会
へ
送
金
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
引
き
続
き
６
月
30
日
ま
で
、
募

金
箱
を
市
役
所
２
階
ロ
ビ
ー
に
設
置
し
、

義
援
金
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
災
害
見
舞
金
と
し
て
５
，
０
０
０
万
円

●
救
急
救
助
の
た
め
の
消
防
署
消
防
隊
の

　
派
遣
（
10
隊
32
人
）

●
市
町
業
務
全
般
の
支
援
と
し
て
市
職
員

　
の
派
遣
（
３
回
６
人
）

●
お
の
み
〜
ず
２
，
５
０
０
本
の
搬
送

●
給
水
応
援
活
動
の
た
め
の
職
員
派
遣
　

　（
４
人
）

●
医
師
、
保
健
師
の
派
遣
　
な
ど

こ
れ
ま
で
の
主
な
支
援

「
お
の
恋
ビ
ー
ル
」新
発
売
！

産
地
に
こ
だ
わ
り
、

　
　
　
　
　
　
限
定
１
，
５
０
０
本

　　　
市
と
商
工
会
議
所
、Ｊ
Ａ
兵
庫
み
ら
い

が
共
同
で
地
ビ
ー
ル
「
お
の
恋
ビ
ー
ル
」

を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　
原
料
は
、
小
野
市
の
お
い
し
い
水
「
お

の
み
〜
ず
」、
小
野
市
産
の
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
、

国
産
大
麦
を
使
用
。
あ
っ
さ
り
し
て
ま

ろ
や
か
な
飲
み
口
で
、
苦
さ
が
苦
手
な

人
に
も
飲
み
や
す
く
仕
上
が
っ
て
い
ま

す
。

　
価
格
は
、
１
本
（
３
３
０
ml
）
が
４
５

０
円
、
箱
入
り
３
本
セ
ッ
ト
が
１
，
５

０
０
円
。
販
売
店
舗
は
、
市
観
光
協
会

と
商
工
会
議
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先
　

　
小
野
商
工
会
議
所
（
☎
　
１
１
６
１
）

◯63

市議会の正・副議長を選出

副議長
岡嶋　正昭氏

議長
井上　日吉氏

5月11日の第373回市議会臨時会で、
　議　長に 井上日吉氏（72歳・広渡町）
　副議長に 岡嶋正昭氏（61歳・中町）
が選出されました。

市民の皆さん、
どうぞよろしくお願いします。

東
日
本
大
震
災
支
援
情
報

地
元
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ

日
本
プ
ロ
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会
で

　
５
月
12
日
か
ら
の
４
日
間
、
小
野
東

洋
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
（
日
吉
町
）
で
「
第

79
回
日
本
プ
ロ
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
市

の
特
設
ブ
ー
ス
を
設
置
し
て
「
お
の
恋

ビ
ー
ル
」（
左
記
記
事
参
照
）
や
、「
お

お昼には、行列ができ大盛況だった
市の特設ブース

優勝した、河井博大選手に、
小野産小麦を使用した焼酎
「おの恋」１年分（３６本）を市
長賞として贈りました。

の
恋
ホ
ル
モ
ン
焼
き
そ
ば
」
な
ど
を
販
売
。

そ
の
他
、
地
元
特
産
の
そ
ろ
ば
ん
や
巻

き
ず
し
、
そ
ば
な
ど
も
提
供
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
８
月
18
日
か
ら
21
日
に
は
、

小
野
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
（
来
住
町
）
で
、「
第

77
回
関
西
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
選
手
権
競

技
（
後
援
・
小
野
市
）」
が
開
催
さ
れ
る

予
定
で
す
。　



白雲谷温泉ゆぴか　黍田町1000番地の1（☎70-0261）
営業時間　10：00～22：00（受付は21：30まで）

6月5日（日）・19日（日）
13：30～16：30

図書館

日 時

場 所

小学校漢字　18級からスーパー級

中学校漢字　6級から 1級

小学校計算　20級から 1級

中学校計算　9級からスーパーＥ級

スピード計算　初級・中級・上級

音　　　読　初級・中級・上級

検定部門

　※各級を合格された方には、合格認定証
　　を送付します。

問い合わせ先
教育委員会いきいき社会創造課
（☎63-2445）

介
護
福
祉
施
設「
七
宝
」で
の

出
前
検
定
の
よ
う
す

広報「おの」　2011.6 11

「いきいき湯快スタンプ講習会」開催
高齢者の交通事故防止講習を受けて白雲谷温泉ゆぴかへ行こう！

　参加・体験・実践型の交通安全教室に参加し
て、交通安全意識を高め、交通事故防止につ
なげましょう。
●内　容　
・歩行シミュレーションを活用した交通安全講習
・交通安全講話　など

●特　典　2回受講すると、白雲谷温泉ゆぴかの入浴料
　　　　　3回分が半額になります。
●対　象　市内在住の65歳以上の方
●参加料　無料
●問い合わせ先　
　防災・地域安全グループ（☎63-3387）

6月24日（金）10：00～

7月29日（金）10：00～
8月24日（水）10：00～
9月28日（水）10：00～
10月25日（火）10：00～
11月29日（火）10：00～

伝統産業会館　  大研修室

コミセンかわい　 大会議室
コミセンきすみの 大会議室
コミセンいちば　 大会議室
コミセンおおべ　 大ホール
コミセン下東条　 集 会 室

県警本部高齢者交通安全教育隊
「スタウス」による交通安全教室

日 時 場 所 内 容
講習スケジュール

社警察署交通課による交通安全講話

1

2
3
4
5
6

父の日ギフト　販売中
　6月19日は、父の日で
す。お疲れ気味なお父さ
んへ入浴券のプレゼント
はいかがですか？父の日
ギフトとして入浴券10枚
セットをお買い求めいた
だくと、ゆぴかタオル1
枚プレゼント！その他
「くつろぎセット」（入浴券＋食事券＋マッサージ券20分）
も好評発売中です。

定期点検による休館のお知らせ
6月21日（火）から23日（木）までの3日間は、施設安全定期点
検のため、休館します。ご迷惑をお掛けしますが、ご了承く
ださい。なお、6月24日（金）からは通常通り営業します。

6月の「ゆぴか風呂の日」は24日（金）です
　「ゆぴか風呂の日」はサービスがいっぱい
①入浴ポイントが2倍に！
②ソフトクリームが200円均一！
③マッサージをご利用の方は、次回使える10分
　間延長券をプレゼント！

オリーブセット  1,500円 父の日ギフトセット　3,400円

〜
健
全
な
く
ら
し
を
守
る
た
め
に
〜

　
環
境
基
本
法
で
は
、
６
月
５
日
を

「
環
境
の
日
」
、
６
月
の
１
か
月
間
を

「
環
境
月
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
を
契
機
に
、
環
境
保
全
の
重

要
性
に
つ
い
て
考
え
、
環
境
に
や
さ
し

い
生
活
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
市
で
は
、
居
住
す
る
住
宅
に
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
費
用
の
一

部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者

○
市
内
に
住
所
を
有
し
、
自
ら
居
住
す

る
住
宅
に
対
象
シ
ス
テ
ム
を
設
置
さ

　
れ
る
方

○
新
た
に
市
内
に
住
ま
れ
る
市
外
の
方

で
、
住
宅
に
対
象
シ
ス
テ
ム
を
設
置

さ
れ
る
方

▼
対
象
設
備

○
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
公
称
最
大

出
力
の
合
計
値
が
10
　
未
満
の
も
の

○
電
力
会
社
の
低
圧
配
電
線
と
逆
潮
流

　
の
あ
る
系
統
連
結
を
し
て
い
る
こ
と

○
未
使
用
品
で
あ
る
こ
と

○
国
の
補
助
対
象
と
な
る
太
陽
光
発
電

　
シ
ス
テ
ム
機
種

▼
補
助
金
額
　
太
陽
光
電
池
出
力

　
１
　
当
た
り
３
５
，
０
０
０
円

▼
受
付
期
間
　
４
月
１
日
か
ら

※

予
算
の
範
囲
内
で
先
着
順

※

設
置
前
に
申
請
が
必
要
で
す

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
生
活
環
境
グ
ル
ー

プ
（
☎
　
１
６
８
６
）

月
は
「
環
境
月
間
」
で
す
　

環
境
に
や
さ
し
い
生
活
を

6
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借
り
入
れ
の
ル
ー
ル
が
変
わ
り
ま
し
た

　
昨
年
６
月
に
貸
金
業
法
が
改
正
さ
れ
、
次
の
ル
ー
ル

（
主
な
も
の
）
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
貸
金
業
者
か
ら
の
借
入
総
額
が
年
収
の
３
分
の
１
を

超
え
る
場
合
、
新
た
な
借
り
入
れ
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

・
個
人
の
信
用
情
報
が
指
定
信
用
情
報
機
関
に
登
録
さ

れ
ま
す
。

・
新
た
な
借
り
入
れ
の
上
限
金
利
は
20
％
以
下
に
引
き

下
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ヤ
ミ
金
・
悪
質
業
者
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
貸
金
業
法
に
よ
る
登
録
を
受
け
て
い
な
い
業
者
（
い

わ
ゆ
る
ヤ
ミ
金
）
は
、
法
律
を
無
視
し
た
貸
し
付
け
を

行
う
業
者
で
す
。
絶
対
に
借
り
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
お
金
を
借
り
る
と
き
に
気
を
つ
け
る
こ
と
は
？

・
本
当
に
今
す
ぐ
必
要
な
お
金
で
す
か
。

・
金
利
は
ど
の
く
ら
い
で
す
か
。

・
自
分
の
収
入
で
、
き
ち
ん
と
返
済
し
て
い
け
ま
す
か
。

　
「
借
金
返
済
の
た
め
の
借
金
」
は
、
多
重
債
務
の
始

ま
り
で
す
。
借
り
入
れ
の
前
に
も
う
一
度
よ
く
考
え
て

く
だ
さ
い
。
困
っ
た
時
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
小
野
市

消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
☎
　
１
６
８
６
）
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

エコドライブを心掛けよう

貸
金
業
者
を

利
用
す
る
方
へ
…

●やさしい発進を心掛けましょう
　少し緩やかに発進するだけで11%程度燃
費が改善します。余裕を持ち、ゆったりし
た気分で運転しましょう。

●無用なアイドリングをやめましょう

　10分間のアイドリング（エンジンのかけ
っぱなし）で、130cc程度の燃料を浪費し
ます。待ち合わせなどの駐停車は、アイド
リングを止めましょう。

●不要な荷物は積まずに走行しましょう

　100㎏の不要な荷物を載せて走ると、
3%程度燃費が悪化します。必要のない荷
物は、車から降ろしましょう。

環
境
月
間
、
環
境
の
日

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の

設
置
補
助
　
　
　
　
　
　
　
　

kW

kW

◯63

《参考》
エコドライブ普及推進協議会ホームページより

◯63

！



暮
ら
し
の
情
報

エ
コ
ス
タ
イ
ル
・
職
員
募
集
・
医
療
保
険
・
税
金
・
環
境
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市
税
（
市
民
税
・
県
民
税
、
国
民
健

康
保
険
税
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
）
の
納
付
書
を
６
月
中
旬
ご
ろ
に
郵

送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
市
民
税
・
県
民
税
お
よ
び
国
民
健
康

保
険
税
は
、
昨
年
中
の
所
得
を
基
に
算

定
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
国
民
健
康

保
険
税
は
、
世
帯
主
の
方
に
課
税
さ
れ

ま
す
。

　
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
は
、
本

年
１
月
１
日
現
在
の
所
有
者
の
方
に
課

税
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
れ
以
後
に
売
却

な
ど
さ
れ
た
と
し
て
も
今
年
度
の
固
定

資
産
税
・
都
市
計
画
税
は
課
税
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
税
務
課
市
民
税
係

（
☎
　
１
０
０
０
・
内
線
５
８
３
・

５
８
４
）

　
資
産
税
係
（
☎
　
１
６
８
９
）

　
市
の
大
気
中
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度

を
把
握
す
る
た
め
、
昨
年
８
月
と
本
年

２
月
に
、
市
総
合
体
育
館
（
ア
ル
ゴ
）

と
コ
ミ
セ
ン
下
東
条
の
２
か
所
で
測
定

を
行
い
ま
し
た
。

税
　
金

市
税
の
納
付
書
を
お
送
り
し
ま
す

　
　
　
　 

環
　
境

環
境
基
準
を
ク
リ
ア
！

　
昨
年
度
環
境
大
気
中

　
　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
調
査

　
　
　
　 

市
民
税
・
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

　調査結果（平均値で比較）は、環境基準（0.6ｐｇ-TEQ/㎥）を
クリアしており、大気環境への影響はほとんどないものと考
えられます。
●問い合わせ先　生活環境グループ（☎63-1686）

今年度の市税納期限

【支払い額について】

普 通 徴 収 特 別 徴 収

支払い方法は、「一括納付」か「期別納付」の選択が
できます。
  【納付書で納付】
一括納付用および期別用の納付書を同封していま
すので、どちらか希望される納付書で納付してく
ださい。
  【口座振替で納付】
一括納付を希望されている方は6月30日（木）に全額
が引き落とされます。期別納付への変更や一括納
付への変更を希望される方は、6月16日（木）までに
税務課まで連絡してください。 

期 別
1期
2期
3期
4期
5期

6期
7期
8期
9期
10期

納期限 期 別 納期限
6月30日
8月  1日
8月31日
9月30日
10月31日

11月30日
12月28日

来年1月31日
来年2月29日
来年4月  2日

単位：ｐｇ-TEQ/㎥

H22.8.10～17

H23.2.  9～16

H22.8.10～17

H23.2.  9～16

0.019

0.013  

0.013

0.015  

0.016

 

0.014 

 

調査地点 調査日 測定結果 平均値 環境基準

市総合体育館
（アルゴ）

コミセンおおべ

0.6

◯63

◯63

市民税・県民税、国民健康保険税、　
固定資産税・都市計画税

給与からの天引き
（市民税・県民税）

年金からの天引き
（市民税・県民税、
国民健康保険税）

今年6月分の給料から
来年5月分の給料までの
12回払い

 
今年4月から来年2月の
年金支給日にあわせて
税額を特別徴収

 4月・6月・8月
前年度2月に特別徴収さ
れた額と同額が、年金
から仮徴収されます。
 10月・12月・2月
年税額から仮徴収額を
差し引いた額を3回に分
けて年金から特別徴収
されます。

エ
コ
ス
タ
イ
ル

夏
の
エ
コ
ス
タ
イ
ル
　
　
　
　
　

「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」運
動
の
実
施

　
　
　
　 

医
療
保
険

国
保
特
定
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら

　
　
　
　
　
　

国
民
健
康
保
険（
国
保
）の
異
動
届

　
　
　
　
　
　

　
市
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
一
環

と
し
て
、
６
月
１
日
㈬
か
ら
９
月
30
日

㈮
ま
で
、「
夏
の
エ
コ
ス
タ
イ
ル
『
ク

ー
ル
ビ
ズ
（
上
着
な
し
・
ノ
ー
ネ
ク
タ

イ
）』運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。
市
役
所

庁
内
や
関
連
施
設
の
冷
房
温
度
を
28
℃

に
設
定
し
、
省
エ
ネ
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
国
保
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、

国
保
の
被
保
険
者
の
資
格
を
得
た
月
ま

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
税
を
納
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
資
格
喪
失
後
に
国
保
の
保
険

証
で
医
療
を
受
け
る
と
国
保
が
負
担
し

た
医
療
費
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
り
ま
す
。

　
次
に
該
当
す
る
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
14

日
以
内
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

▼
国
保
に
加
入
す
る
と
き

①
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た

②
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た

③
職
場
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
で
な

く
な
っ
た

④
子
ど
も
が
生
ま
れ
た

▼
国
保
を
や
め
る
と
き

①
他
の
市
町
村
に
転
出
す
る

②
職
場
の
健
康
保
険
に
入
っ
た

③
職
場
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
に
な

っ
た

④
国
保
の
被
保
険
者
が
死
亡
し
た

　
第
三
者
の
行
為
に
よ
っ
て
受
け
た
傷

病
の
医
療
費
は
、
原
則
と
し
て
加
害
者

の
全
額
負
担
と
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
け
が
を
し
た
場
合
、
国
保
で
治
療

を
受
け
る
と
国
保
は
加
入
者
の
医
療
費

を
一
時
的
に
立
て
替
え
、
後
か
ら
加
害

者
に
費
用
を
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
（
後
期
高
齢
者
医
療
の
場
合
も
同
様
）。

●
警
察
に
届
け
ま
し
ょ
う

　
交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
速
や
か
に
警

察
に
届
け
、
「
事
故
証
明
書
」
を
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
国
保
窓
口
に
届
け
ま
し
ょ
う

　
窓
口
で
「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病

届
」
を
提
出
の
う
え
、
病
院
で
保
険
証

を
提
示
し
て
治
療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
生
活
習
慣
病
を
早
期
に
発
見
し
、
健

康
を
維
持
す
る
た
め
に
「
特
定
健
診
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
40
歳

か
ら
74
歳
ま
で
の
方
は
必
ず
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

　
本
年
４
月
１
日
現
在
で
、
国
保
に
加

入
さ
れ
て
い
る
対
象
者
に
は
、
受
診
券

を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
４
月
２
日
以
降
、
国
保
に
加

入
さ
れ
た
方
で
特
定
健
診
を
受
診
さ
れ

る
場
合
は
、
国
民
健
康
保
険
係
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
課
国
民
健
康

保
険
係
（
☎
　
１
４
６
９
）
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※第2次試験は、第1次試験の合格者のみ実施します。
※詳細は人事係で配布している職員募集要項またはホームページをご覧ください。

●申し込み・問い合わせ先　　総務課人事係　市役所本庁舎4階（☎63-3615）

職種
（区分）

事務職員A

事務職員B
（社会人経験者）

消防職員

採用予
定人数

５人
程度

３人
程度

１人
程度

受 験 資 格

昭和62年4月2日から平成2年4月1
日までに生まれた方で、学校教育
法による4年制大学卒業程度の学
力を有する方

昭和54年4月2日から昭和62年4月
1日までに生まれた方で、学校教
育法による4年制大学卒業程度の
学力を有し、かつ民間企業などに
おける職務経験が2年以上（平成
24年3月末現在）ある方

昭和62年4月2日から平成4年4月1
日までに生まれた方で、学校教育
法による4年制大学卒業程度の学
力を有し、次の要件をすべて満た
す方
・身体要件：色覚、聴覚、言語お
よび運動機能などに支障がない方
・視力要件：両眼視力（矯正視力
を含む）が1.0以上の方

【第1次試験】
7月24日（日）
・教養試験
・適正検査
・作文試験

【第2次試験】
（予定）
・面接試験
事務職員A・B
  9月 3日（土）
　　  4日（日）
消防職員
  9月 4日（日）
　　  5日（月）

【募集要項配布】
6月6日（月）～

【受付期間】
6月13日（月）
～7月1日（金）

※土、日曜日は
　除く

試験日・
選考方法

募集要項配布・
受付期間

事務職員・消防職員募集（平成24年4月採用）



暮
ら
し
の
情
報

年
金
・
福
祉
・
子
育
て
・
教
育
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講
師
・
中
山
隆
人
さ
ん
（
大
植
病
院

臨
床
心
理
士
）

②
交
流
会

▼
参
加
料
　
無
料

▼
申
し
込
み
方
法
　
６
月
15
日
㈬
ま
で

に
、
小
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
電

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
社
会

福
祉
協
議
会
（
☎
　
２
５
７
５
）

　
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
情
報

提
供
支
援
と
し
て
、
点
訳
に
よ
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
人
材
を
養
成
し
ま
す
。

▼
日
時
　
６
月
21
日
か
ら
８
月
23
日
ま

で
の
火
曜
日
（
全
10
回
）
13
時
30
分

か
ら
15
時
ま
で

▼
場
所
　
図
書
館
２
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
室

▼
対
象
　
視
覚
障
が
い
者
の
福
祉
に
理

解
と
熱
意
の
あ
る
方
で
、
点
訳
奉
仕

活
動
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
方

▼
講
師
　
カ
リ
タ
ス
点
字
の
メ
ン
バ
ー

▼
受
講
料
　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は
別

途
徴
収
）

▼
定
員
　
20
人

▼
申
込
み
期
限
　
６
月
15
日
㈬

▼
申
し
込
み
方
法
　
郵
便
番
号
、
住
所
、

　
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
、
連
絡
先
を
、

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
ハ

ガ
キ
な
ど
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
６
７
５－

１
３
７
８
　
小
野
市
王

子
町
８
０
１
番
地
　
小
野
市
社
会
福

祉
協
議
会
（
☎
　
２
５
７
５
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
　
５
１
９
１
）

　 

　o-shakyo@
coral.ocn.ne.jp

　
２
月
分
か
ら
５
月
分
ま
で
の
子
ど
も

手
当
を
、
６
月
15
日
㈬
付
け
で
受
給
者

の
預
金
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

※

６
月
の
現
況
届
の
提
出
は
不
要
で
す
。

　
10
月
分
以
降
は
制
度
改
正
予
定
の
た

め
、
現
況
届
に
代
わ
る
資
格
審
査
手
続

き
が
あ
る
予
定
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
子
育
て
支
援
課
児

童
福
祉
係
（
☎
　
１
６
４
５
）

　
県
は
、
母
子
（
父
子
）
家
庭
の
方
を

対
象
に
、
専
門
家
に
よ
る
特
別
相
談
を

行
い
ま
す
。

　
慰
謝
料
・
養
育
費
請
求
な
ど
の
法
律

に
関
す
る
こ
と
に
お
悩
み
の
方
は
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
子
育
て
支
援
課
　

児
童
福
祉
係
（
☎
　
１
６
４
５
）

▼
職
務
内
容
　
昼
間
保
護
者
の
い
な
い

家
庭
の
小
学
校
低
学
年
児
童
に
対
し

て
、
遊
び
を
通
じ
て
生
活
指
導
を
し

ま
す
（
場
所
は
小
学
校
な
ど
）。
　

▼
資
格
要
件
　
児
童
の
健
全
育
成
に
熱

意
を
有
す
る
方
（
保
育
士
資
格
・
教

　
員
免
許
を
取
得
し
て
い
る
方
が
望
ま

し
い
）

▼
期
間
　
小
学
校
の
夏
休
み
・
冬
休

み
・
春
休
み
の
間
の
週
３
日
か
ら
４

日
程
度

▼
勤
務
時
間
　
８
時
か
ら
18
時
の
間
で

交
替
制

▼
時
給
　
１
，
１
０
０
円

▼
応
募
方
法
　
履
歴
書
（
写
真
添
付
）

を
、
子
育
て
支
援
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
締
め
切
り
日
　
６
月
20
日
㈪

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
子
育

て
支
援
課
保
育
係
（
☎
　
１
６
４

　
平
成
24
年
度
に
発
行
さ
れ
る
す
べ
て

の
小
・
中
学
校
用
教
科
書
を
展
示
し
ま

す
。

▼
期
間
　
６
月
17
日
㈮
か
ら
30
日
㈭
ま
で

９
時
か
ら
17
時（
最
終
日
は
16
時
）ま
で

▼
場
所
　
コ
ミ
セ
ン
お
の
　
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ホ
ー
ル
（※

６
月
22
日
㈬
、
23

日
㈭
は
コ
ミ
セ
ン
お
の
１
階
ロ
ビ
ー

で
開
催
）

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
学
校
教
育
課

　
（
☎
　
２
４
０
９
）

「
初
級
点
訳
奉
仕
員
養
成
講
座
」

の
受
講
生
募
集
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
育
て

子
ど
も
手
当
の
支
払
い
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
短
期
臨
時

指
導
員
の
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　

教
　
育

「
教
科
書
展
示
会
」の
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　

母
子
家
庭
な
ど
の
特
別
相
談
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実施日 相談実施場所 申し込み期限

7月7日
（木） 

11月10日
（木） 

来年
3月1日
（木） 

6月23日（木）

10月27日（木）

加古川市
健康福祉事務所

明石市福祉事務所

小野市福祉事務所
2月16日（木）
来年

年
　
金

「
明
石
年
金
事
務
所
の
年
金
相
談
を
」

福
　
祉

「
ほ
の
ぼ
の
交
流
会
」参
加
者
募
集

５
年
ぶ
り
に
年
金
額
を
引
き
下
げ

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
額
変
更

「
金
婚
夫
婦
を
祝
う
集
い
」

の
参
加
者
募
集
　
　
　
　
　
　

市
在
宅
重
度
身
体
障
が
い
者（
児
）の

訪
問
看
護
支
援
事
業
の
開
始
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
日
時
　
６
月
22
日
㈬
10
時
か
ら
15
時

30
分
ま
で

▼
内
容
　
年
金
請
求
手
続
き
・
ね
ん
き

ん
特
別
便
・
そ
の
他
年
金
に
関
す
る

相
談
な
ど

▼
場
所
　
伝
統
産
業
会
館
２
階

※

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

予
約
が
必
要
で
す
。
市
民
課
市
民
係

の
窓
口
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
電

話
で
も
可
）。

▼
予
約
申
し
込
み
確
認
事
項

　
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
基
礎
年

金
番
号
・
電
話
番
号
・
相
談
内
容

※

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

▼
予
約
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課
市
民
係
（
☎
　
１
０
１
６
）

　
平
成
22
年
平
均
の
全
国
消
費
者
物
価

指
数
の
対
前
年
比
変
動
率
が
マ
イ
ナ
ス

0.7
％
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
今
年
度

の
年
金
額
は
0.4
％
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し

た
。
４
月
分
の
年
金
が
支
払
わ
れ
る
６

月
の
支
払
い
か
ら
、
年
金
額
が
変
わ
り

ま
す
。

　
現
在
支
給
さ
れ
て
い
る
年
金
は
、
法

律
上
、
直
近
に
年
金
額
の
引
き
下
げ
が

あ
っ
た
年
（
物
価
の
基
準
は
前
年
）
よ

り
も
物
価
が
下
が
っ
た
場
合
に
年
金
額

を
改
定
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
最
近
の
改
定
は
平
成
18
年
度
）。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
明
石
年
金
事
務
所

（
☎
０
７
８－

９
１
２－

４
９
８
３
）

　　
福
祉
医
療
制
度
の
対
象
外
で
あ
る
訪

問
看
護
療
養
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
　
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た

は
２
級
を
お
持
ち
の
方
で
、
通
院
が

困
難
な
方
の
う
ち
訪
問
看
護
が
必
要

な
方
。
た
だ
し
、
市
民
税
所
得
割
が

２
３
５
，
０
０
０
円
未
満
の
世
帯
。

※

介
護
保
険
制
度
・
特
定
疾
患
医
療
給

　
付
制
度
が
優
先
と
な
り
ま
す
。

▼
助
成
額
　
医
療
費
の
利
用
者
負
担
が

１
割
と
な
る
よ
う
に
助
成
（
た
だ
し
、

利
用
回
数
は
１
週
間
あ
た
り
３
回
を

限
度
と
し
、
超
え
た
部
分
に
つ
い
て

は
、
自
己
負
担
。）

▼
期
間
　
本
年
４
月
か
ら
来
年
２
月
利

用
分
ま
で
が
今
年
度
の
助
成
対
象
と

な
り
ま
す
。
来
年
３
月
の
申
請
時
に
、

訪
問
看
護
事
業
者
発
行
の
領
収
書
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保

管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
社
会
福
祉
課
障
害

福
祉
係
（
☎
　
１
０
１
１
）

　
全
国
消
費
者
物
価
指
数
の
比
率
を
基

準
に
、
法
令
に
基
づ
い
て
、
１
級
月
額

５
０
，
５
５
０
円
、
２
級
月
額
３
３
，

６
７
０
円
に
改
定
し
ま
す
。
定
時
支
給

の
場
合
は
、
８
月
の
支
給
（
本
年
４
〜

７
月
分
）
か
ら
変
更
に
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
社
会
福
祉
課
障
害

福
祉
係
（
☎
　
１
０
１
１
）

　
市
で
は
、
結
婚
し
て
め
で
た
く
50
周

年
を
迎
え
ら
れ
る
ご
夫
婦
を
お
祝
い
す

る
た
め
「
金
婚
夫
婦
を
祝
う
集
い
」
を

　
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
　
昭
和
37
年
に
結
婚
し
、
市
内

に
居
住
さ
れ
て
い
る
ご
夫
婦

▼
開
催
日
時
　
10
月
18
日
㈫
11
時
か
ら

▼
場
所
　
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ

▼
内
容
　
懇
親
会
・
記
念
品
贈
呈
・
記

念
撮
影
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど

▼
申
し
込
み
期
限
　
６
月
30
日
㈭

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

　
高
齢
介
護
課
長
寿
福
祉
係

　
（
☎
　
１
５
０
９
）

　
認
知
症
の
方
を
介
護
さ
れ
て
い
る
方

同
士
が
、
日
ご
ろ
の
介
護
に
つ
い
て
語

り
合
え
る
ひ
と
と
き
を
持
っ
て
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

※

無
料
送
迎
あ
り

※

交
流
会
の
間
、
認
知
症
の
方
の
介
護

を
す
る
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り

ま
す
（
要
予
約
・
無
料
）。

▼
日
時
　
６
月
22
日
㈬
13
時
30
分
か
ら

15
時
30
分
ま
で

▼
場
所
　
コ
ミ
セ
ン
お
の
　
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ホ
ー
ル

▼
内
容

①
講
話
「
認
知
症
介
護
の
基
本
的
な
発

想
〜
努
力
よ
り
ア
イ
デ
ア
で
〜
」
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〜
認
知
症
の
方
を
介
護
さ
れ
て
い
る

家
族
の
交
流
会
〜
　
　
　
　
　
　
　

◯63

◯63◯63

◯63

国民年金を40年間納付した
場合の支給額

Ｈ22年度 Ｈ23年度

年額　　　
792,100円

月額　　　
66,008円

年額　　　
788,900円
（▲3,200円）

月額　　　
65,741円
（▲267円）
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防
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・
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い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
マ
ム
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
一
環
と
し
て
、
Ｅ
Ｃ
Ｏ
生
活
養
成
学

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
７
月
・
９
月
・
11
月
・
２
月

の
第
２
水
曜
日
（
全
４
回
）
10
時
30

分
か
ら
12
時
ま
で

▼
内
容

○
第
１
回
　
環
境
緑
化
（
小
野
市
の
色

と
香
り
の
ま
ち
づ
く
り
）
／
季
節
の

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
オ
イ
ル
づ
く
り

○
第
２
回
　
家
庭
内
緑
化
／
Ｅ
Ｃ
Ｏ
洗

剤
・
芳
香
剤
づ
く
り

○
第
３
回
　
体
内
緑
化
／
ハ
ー
ブ

テ
ィ
ー
リ
ー
フ
・
ハ
ー
ブ
ジ
ャ
ム
づ

く
り

○
第
４
回
　
Ｅ
Ｃ
Ｏ
生
活
養
成
学
習
会

総
括

▼
場
所
　
コ
ミ
セ
ン
お
の
３
０
２
号
室

▼
定
員
　
20
人
程
度
（
先
着
順
）

▼
参
加
料
　
無
料
（
材
料
費
負
担
あ

▼
申
し
込
み
方
法
　
観
光
課
備
え
付
け

の
申
込
書
に
記
入
の
う
え
、
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
観
光
課
景
観
整
備

係
（
☎
　
２
１
８
２
）

　
県
・
市
で
は
、
毎
年
６
月
を｢

豊
か

な
む
ら
を
災
害
か
ら
守
る
月
間｣

と
定

め
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
災
害
に

備
え
た
対
策
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
大
切
な
こ
と
は
、
地
域
の

管
理
者
に
よ
る
日
ご
ろ
か
ら
の
管
理
努

力
で
す
。
防
災
意
識
を
高
め
防
災
体
制

を
整
備
し
て
、
郷
土
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
産
業
課
農
地
整
備

係
（
☎
　
１
９
２
８
）

▼
開
催
期
間
　
６
月
25
日
か
ら
９
月
10

　
日
ま
で
の
毎
週
土
曜
日
19
時
か
ら
21

　
時
ま
で
（
８
月
13
日
・
20
日
は
除
　

▼
場
所
　
大
池
総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

　
ト

▼
対
象
　
市
内
在
住
、
在
勤
の
一
般
成

人
お
よ
び
市
内
小
学
６
年
生

▼
募
集
人
員

○
一
般
成
人
の
部（
中
学
生
以
上
）15
人

○
小
学
６
年
生
の
部
　
15
人

※

先
着
順

▼
受
講
料
　
５
，
０
０
０
円
（
教
室
初

日
に
持
参
く
だ
さ
い
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
協
会
事
務
局
・
富
田
（
☎

　
３
５
２
３
）

　
設
備
点
検
や
定
期
清
掃
の
た
め
６
月

26
日
㈰
の
17
時
か
ら
７
月
４
日
㈪
ま
で
、

プ
ー
ル
を
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
市
総
合
体
育
館

（
☎
　
７
０
０
０
）

豊
か
な
む
ら
を
災
害
か
ら
守
る
月
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

防
　
災

市
総
合
体
育
館（
ア
ル
ゴ
）

室
内
プ
ー
ル
の
臨
時
休
業

　
　
　
　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ

市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
参
加
者
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　

◯63

◯62

◯62

り
）

く
）

①ため池の管理組織を作り、管理体
制を充実させましょう。

②定期的に草刈りを行い、漏水・崩
壊などの早期発見に努めましょう。

③非常時の対策のため、日ごろから
土のう、杭などの応急資材を常に
準備しておきましょう。

④洪水吐に土のう、板などをおいて
無理な貯水をすることは、ため池
決壊につながりますのでやめま
しょう。

ため池の点検と管理

昨年の合同パトロール
沢田池（菅田町）

6月のハートフルウォーキング
浄土寺裏山あじさいウォーク
日時 6月25日（土）9：30～（受付9：00）

※小雨決行

集合 小野小学校運動場（神戸電鉄小野駅下車すぐ） 主催／神鉄ハイキング・小野市観光協会・
　　　おのハートフル歩人会

問い合わせ先　
体育保健課（☎63-2591）

小野小学校 → 大池総合公園 → 
浄土寺裏山四国八十八か所霊場
巡り → はなみずき街道 → きら
ら通り → 小野小学校

コース（約１０㎞）

参加料：無料
持ち物：水分補給用ドリンクなど

◯63

教
　
育

兵
庫
教
育
大
学
と
北
播
磨
５
市
１
町
と
の

連
携
講
座

「
ド
ラ
ッ
カ
ー
に
学
ぶ

　
　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
入
門
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
・
中
学
校
の
就
学
経
費
を
援
助

　
　
　
　
　
（
就
学
援
助
申
請
）

県
営
住
宅

「
垂
井
鉄
筋
」「
田
園
団
地
」の
入
居
者
募
集

景
観
整
備

「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
生
活
養
成
学
習
会
」の

参
加
者
募
集
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
年
度
の
高
校
奨
学
生
を
募
集

　
　
　
　
　    
（
給
付
型
奨
学
金
）
　
　
　
　
　

　
20
世
紀
か
ら
21
世
紀
に
か
け
て
、
経

済
界
に
影
響
を
与
え
た
経
営
思
想
家
で

あ
る
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
仕
事
・
学
校
生
活
・
日
常
生
活
の
知

恵
）
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
日
時
　
６
月
18
日
㈯
13
時
30
分
か
ら

16
時
30
分
ま
で

▼
場
所
　
加
東
市
滝
野
文
化
会
館
（
加

東
市
下
滝
野
１
３
６
９
番
地
１
）

▼
講
師
　
淺
野
良
一
さ
ん
（
兵
庫
教
育

大
学
大
学
院
教
授
）

▼
受
講
料
　
無
料

▼
申
し
込
み
期
限
　
６
月
８
日
㈬

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
学
校

教
育
課
（
☎
　
２
４
０
９
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
１
８
４
２
）

　
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
就
学
さ
せ
る

こ
と
が
困
難
な
小
・
中
学
生
の
保
護
者

の
方
に
、
就
学
経
費
の
一
部
を
援
助
し

ま
す
。

▼
対
象
　
①
生
活
保
護
の
世
帯
②
前
年

　
の
世
帯
所
得
（
平
成
22
年
分
）
が
市

　
教
育
委
員
会
の
定
め
る
認
定
基
準
額

　
以
下
の
世
帯
③
児
童
扶
養
手
当
の
支

　
給
を
受
け
て
い
る
世
帯
の
い
ず
れ
か

　
に
該
当
す
る
小
・
中
学
生
。

▼
援
助
内
容
　
学
用
品
費
、
給
食
費
、

修
学
旅
行
費
な
ど
の
一
部

※

詳
し
く
は
、
４
月
に
小
・
中
学
校
で

配
布
さ
れ
た
制
度
案
内
の
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
受
給
方
法
　
所
定
の
申
請
書
に
記
入

の
う
え
、
在
籍
校
に
提
出
し
て
市
教

育
委
員
会
の
認
定
を
受
け
る
必
要
が

あ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
在
籍
の
小
・
中
学

校
ま
た
は
学
校
教
育
課
（
☎
　
２
４

０
９
）

　
高
等
学
校
に
在
学
し
、
経
済
的
理
由

に
よ
り
修
学
の
継
続
が
困
難
な
学
生
に

給
与
し
ま
す
。

▼
奨
学
金
額
　
月
額
７
，
０
０
０
円
以

内
▼
資
格
　
市
内
に
住
所
を
有
し
、
高
等

学
校
（
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
、

高
等
専
門
学
校
、
各
種
学
校
を
含
む

に
在
学
さ
れ
て
い
る
方
で
、
他
の
奨

学
金
制
度
を
利
用
さ
れ
て
い
な
い
方
。

▼
認
定
基
準
　
①
生
活
保
護
の
世
帯
②

今
年
度
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
学
生
。

※

給
付
は
１
世
帯
に
つ
き
１
人

▼
受
付
期
間
　
６
月
13
日
㈪
か
ら
30
日

㈭
ま
で

▼
提
出
書
類
　
市
奨
学
生
願
書
、
奨
学

生
推
薦
書
、
在
学
証
明
書
、
平
成
23

年
度
（
平
成
22
年
分
所
得
）
所
得
・

課
税
証
明
書

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
学
校

教
育
課
（
☎
　
２
４
０
９
）

▼
入
居
可
能
な
収
入
基
準
　
政
令
月
収

額
１
５
８
，
０
０
０
円
以
下
（
裁
量

階
層
の
方
は
２
１
４
，
０
０
０
円
以

下
）

※

収
入
は
入
居
世
帯
合
算
で
判
定

▼
入
居
者
の
決
定
　
申
込
者
が
募
集
戸

数
を
超
え
る
場
合
は
、
公
開
抽
選
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。

▼
入
居
時
期
　
７
月
末
（
予
定
）

▼
申
込
用
紙
配
布
期
間
　
６
月
15
日
㈬

か
ら
17
日
㈮
ま
で

▼
申
し
込
み
期
限
　
６
月
21
日
㈫

※

電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
込
用
紙
配
布
・
受
付
場
所
　
ま
ち

づ
く
り
課
総
務
・
住
宅
係

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
兵
庫
県
住
宅
供
給

公
社
播
磨
事
務
所
（
☎
０
７
９－

４

２
３－

０
１
１
７
）
ま
ち
づ
く
り
課

総
務
・
住
宅
係
（
☎
　
１
２
７
１
）

　
市
で
は
、
マ
ム
（
み
ん
な
の
う
つ
く

し
い
ま
ち
づ
く
り
）
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
取
り
組
み
、
暮
ら
し
の
中
に
ハ
ー
ブ

を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
環
境
緑
化
・

家
庭
内
緑
化
・
体
内
緑
化
を
目
指
し
て
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）

募集内容

※住宅の間取り・規模により募集要件が異なります。
●月額家賃11,900円～
　（部屋の棟・号数、入居者の所得に応じて異なります）
※共益費は含みません。
●敷金　月額家賃の3か月分

垂井鉄筋
（神明町417番地の4）

1戸

7戸

2戸

1戸

3K

3DK

1DK

2DK

中　層

耐　火

5階建

団 地 名 募集戸数 間取り 構造

田園町鉄筋
（田園町859番地）
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水
道
部
で
は
、
検
査
満
了
に
な
る
水

道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え
を
６
月
か
ら

11
月
ま
で
市
内
全
域
で
予
定
し
て
い
ま

す
。
取
り
替
え
対
象
世
帯
数
は
約
２
，

６
０
０
戸
で
、
工
事
は
市
指
定
の
給
水

装
置
工
事
店
が
行
い
ま
す
。

　
業
者
は
、
水
道
部
が
発
行
し
た
証
明

書
を
携
帯
し
、
工
事
の
際
に
は
、
事
前

に
各
自
治
会
に
工
事
日
程
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
工
事
中
は
業
者
が
宅
地
内
に
入
り
、

一
時
的
に
断
水
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
貯
水
槽
水
道
の
設
置
者
に
は
、
安
全

で
衛
生
的
な
水
の
管
理
責
任
が
課
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
貯
水
槽
水
道
と
は
、
簡
易
専
用
水
道

（
容
量
が
10
㎥
超
）
と
小
規
模
貯
水
槽

水
道
（
容
量
が
10
㎥
以
下
）
の
総
称
で

す
。
簡
易
専
用
水
道
は
水
道
法
に
よ
り

登
録
検
査
機
関
に
よ
る
検
査
受
検
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
小
規
模
貯
水

槽
水
道
も
市
上
水
道
給
水
条
例
に
よ
り

登
録
検
査
機
関
に
よ
る
検
査
を
受
け
る

よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し

て
い
ま
す
。

　
安
全
で
安
心
な
水
道
水
を
供
給
す
る

た
め
に
、
適
正
な
維
持
管
理
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

●
貯
水
槽
の
清
掃
・
定
期
検
査

　
清
潔
な
状
態
に
保
つ
た
め
、
定
期
的

に
清
掃
お
よ
び
点
検
を
行
い
、
不
備
な

所
が
あ
れ
ば
速
や
か
に
補
修
改
善
を
し

ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
年
に
１
回
は
登
録
検
査
機
関

に
よ
る
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
（
下
表

参
照
）。

●
給
水
の
停
止

　
水
に
異
常
を
感
じ
た
時
は
、
水
質
検

査
を
行
う
と
と
も
に
、
健
康
を
害
す
る

恐
れ
が
あ
る
と
き
は
、
直
ち
に
給
水
を

停
止
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
水
道
お
客
様
セ
ン

タ
ー
（
☎
　
１
０
１
２
）

▼
日
時
　
６
月
15
日
・
22
日
・
29
日
、
７

月
６
日
・
13
日
・
20
日
（
全
６
回
い
ず

れ
も
水
曜
日
）
20
時
か
ら
21
時
ま
で

▼
場
所
　
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ
　

サ
ー
ク
ル
室
Ａ
・
Ｂ

▼
講
師
　
マ
ー
ク
・
レ
イ
ン
さ
ん
（
市

内
中
学
校
英
語
指
導
助
手
）

▼
定
員
　
15
人
（
先
着
順
）

▼
受
講
料
　
４
，
５
０
０
円
（
市
国
際

交
流
協
会
会
員
は
、
４
，
０
０
０

▼
対
象
　
中
学
２
年
生
程
度
の
英
文
法

が
わ
か
る
方
（
中
学
生
以
上
）

▼
申
し
込
み
方
法
　
う
る
お
い
交
流
館

エ
ク
ラ
窓
口
に
備
え
付
け
の
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
受

講
料
を
添
え
て
協
会
事
務
局
ま
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

入
金
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
小
野

市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
今
春
、
姉
妹
都
市
リ
ン
ゼ
イ
市
を
訪

問
し
た
使
節
団
員
の
皆
さ
ん
の
様
子
を

写
真
で
報
告
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
展
示
期
間  

６
月
12
日
㈰
か
ら
19
日

㈰
ま
で

▼
場
所
　
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ
　

ギ
ャ
ラ
リ
ー

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

初
級
英
会
話
教
室
の
受
講
生
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
全
・
安
心
の
た
め
に
！

貯
水
槽
の
適
正
な
管
理
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
第
19
回
姉
妹
都
市
親
善
訪
問
使
節
団

派
遣
帰
国
報
告
・
パ
ネ
ル
展
」
開
催
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◯63

円
）

リンゼイ市役所前で記念写真

県内を検査地域とする登録検査機関
国
際
交
流
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

６２　

６２　

☎
○
6
7
6
3
・
F
A
X
○
2
4
0
0

　koryu.ono@
ksks-arche.jp

079（295）3366

078（856）7216

06（6363）6370

072（224）3532

0120（285）413

0120（11）3200

0748（32）5111

0721（20）5611

㈳姫路市医師会

㈶兵庫県予防医学協会

日本水処理工業㈱

㈱総合水研究所

㈱西日本技術コンサルタント

エスク三ツ川㈱

㈱日吉

㈱ケイ・エス分析センター

登録検査機関 連絡先

小規模貯水槽水道維持管理状況調査の結果

○定期的に貯水槽を清掃しているか

○1年に1回登録検査機関による検査を受けて
　いるか

行っている
行っていない

39％
61％

受けている
登録検査機関以外の検査を受けている
検査を受けていない

4％
21％
75％

消
　
防

「
防
火
管
理
講
習
会
」の
案
内

水
　
道

漏
水
調
査
を
実
施
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
猶
予
期
間
終
了
！
　
　
　
　

６
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で

          

「
水
道
週
間
」
　
　
　

▼
開
催
日

○
甲
種 

７
月
14
日
㈭
・
15
日
㈮
９
時

30
分
か
ら
16
時
30
分
ま
で

○
乙
種 
７
月
14
日
㈭
９
時
30
分
か
ら

16
時
30
分
ま
で

▼
会
場
　
加
東
市
や
し
ろ
国
際
学
習
塾

（
加
東
市
上
三
草
１
１
７
５
番
地
）

▼
申
し
込
み
期
限
　
６
月
17
日
㈮
　

※

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▼
受
講
料
　
４
，
５
０
０
円

▼
申
し
込
み
方
法
　
消
防
本
部
で
配
布

す
る
申
込
書
に
記
入
の
う
え
、
写
真

１
枚
（
縦
３
㌢×

横
2.5
㌢
）
、
受
講

料
（
テ
キ
ス
ト
代
）
を
添
え
て
、
消

防
本
部
予
防
課
へ
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
　
１
３
１
４
）

　
６
月
１
日
か
ら
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。
　

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
も
し
も
の

火
災
の
時
に
あ
な
た
を
守
っ
て
く
れ
る

も
の
で
す
。

　
ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
お
宅
は
、

直
ち
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
蛇
口
か
ら 

あ
ふ
れ
る
ぼ
く
ら
の

夢
・
未
来
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
第
53

回
水
道
週
間
が
６
月
１
日
㈬
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
水
は
限
り
あ
る
資
源
で
す
。

一
滴
の
水
も
無
駄
に
せ
ず
、
大
切
に
使

い
ま
し
ょ
う
。

　
６
月
か
ら
９
月
ま
で
の
期
間
に
漏
水

防
止
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
漏
水
調
査
は
、
専
門
業
者
が
夜
間
を

中
心
に
行
い
、
道
路
上
の
仕
切
弁
や
宅

地
内
の
止
水
栓
な
ど
を
探
知
す
る
た
め
、

宅
地
内
に
立
ち
入
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

業
者
は
、
腕
章
と
身
分
証
明
書
を
携
帯

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
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来住保育所での水道点検（昨年）

火
災
統
計
（
4
月
末
現
在
）

火災件数

平成２２年

平成２３年

2

5

7

18

4月 累計

火災種別累計件数

 
建物火災 
林野火災 
車両火災
その他火災※ 
累計  

件　数火災種別

3
6
0
9
18

※

雑
草
・
廃
材
な
ど
の
火
災

火災の発生が
急増！

●風の強い日は避ける。
●一度に広範囲に行なわず、刈った草を少しず
　つまとめて区画ごとに行う。
●多人数で行う。
●火のそばを離れず、消火の準備を行う。
●住宅や山林への延焼のおそれがある場所で焼
　却しない。

　今年はすでに18件の火災が発生しています。こ
れは、前年同時期（7件）を大きく上回る件数です。
　内訳は、山林が燃える『林野火災』6件、雑草や
廃材が燃える『その他火災』9件が多くを占めてい
ます。
　主な原因は、『雑草を燃やしていたが火勢が強ま
り、周りへ延焼してしまった』や、『風が強いこと
は分かっていたが、予想以上に火炎が大きくなり
手に負えなくなった』など、大丈夫と思って焼却し
ていたものが、火災になっている場合がほとんど
です。

畦焼きや火入れを行う際には次のことをしっかり
守りましょう。

　また、風の強い日や乾燥注意報などが発令され
ている場合は、火災が発生しやすいので、屋外で
の焼却はしないでください。
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健
康

暮
ら
し
の
情
報

子宮がん検診（20歳以上の方が対象） 個別検診、集団検診どちらかをお選びください。

指定の産婦人科で受診

 
小野レディースクリニック 
わかば・産婦人科 
●時　　間　医療機関の指定する時間
●料　　金　1,700円（今年度末の年齢が75歳以上の方は無料）
●実施期間　8月～来年1月
●予約期間　6月～来年1月
●申込方法　直接医療機関へお電話ください。

乳がん検診（40歳以上、昨年度受診されていない方が対象） 個別検診、集団検診どちらかをお選びください。

●時　　間　13時30分から14時30分の間に来場ください
●料　　金　1,500円（今年度末の年齢が75歳以上の方は無料）
●申込方法　申し込みは不要です
※スカートをはいてきてください。

62‐1103
62‐6111

実 施 医 療 機 関 連絡先

個別検診

小野市民病院で受診個別検診

検診車で受診

 
  8月  8日（月）
12月15日（木）

伝統産業会館
コミセンおの

日 程 会 場

集団検診

検診車で受診集団検診

●料　　金　　（個別・集団検診ともに）40～49歳は2,300円、50～74歳は1,800円、75歳以上は無料（基準日：平成24年3月31日）

　　　
●定　　員　250人（先着順）
●日　　程　9月12日・26日／10月17日・31日／
　　　　　　11月14日・28日／来年1月23日・30日／
　　　　　　2月13日・27日／3月12日・26日　
　　　　　　いずれも月曜日、午後のみ検診
●予約期間　7月1日（金）～来年3月26日（月）
●申込方法　平日15時から17時までに、小野市民病院（☎63-
　　　　　　2020）へお電話ください。

●定　　員　400人（先着順）
●日　　程　8月 8日（月）・18日（木）／
　　　　　　12月15日（木）・20日（火）／
　　　　　　来年1月5日（木）・6日（金）・17日（火）／
　　　　　　2月15日（水）・20日（月）・29日（水）午後のみ検診
●予約期間　6月1日（水）～12月28日（水）
●申込方法　平日9時から17時までに、健康課（☎63-3977）へ
　　　　　　お電話ください。

コミセン下東条
福住町247番地の5（☎・FAX  67-0044）

「NIE成人講座」の受講生募集

●テーマ　広報紙の見出しの付け方とレイアウ
トのポイント

●日　時　6月18日（土）13：30～15：30
●場　所　コミセン下東条　集会室
●定　員　50人（市内在住、在勤在学の方優先）
●受講料　無料
●講　師　小材天良さん（神戸新聞社読者サポー

トセンター新聞づくり教室講師）
●申し込み方法　

市内コミセンに備え付けの申込用紙で
当センター窓口へ申し込みください。

●申し込み期限　6月15日（水）

　

おの夢館
上本町94番地（☎・FAX 63-2126）

おの夢館では、高山町にお住まいの泉信雄さん
の絵画展を開催します。
●場　　所　おの夢館ギャラリー
●期　　間　6月2日（木）～30日（木）
●開館時間　13：00～17：00（水曜日休館）

施 設
だ よ り

こ  ざい たかよし

※日程変更する場合あり

「
子
宮
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検
診
」

の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し
ま
す
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市
で
は
、
左
記
の
方
を
対
象
に
、

周
疾
患
検
診
（
個
別
検
診
）」
を
実
施

し
ま
す
。

▼
対
象
　
40
・
50
・
60
歳
の
方
（
年
齢

基
準
日

：

平
成
24
年
４
月
１
日
）　

※

対
象
の
方
に
は
５
月
末
に
案
内
文
と

無
料
受
診
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

▼
料
金
　
無
料

▼
実
施
期
間
　
６
月
１
日
か
ら
12
月
31

　
日
ま
で
（
医
療
機
関
の
休
診
日
を
除

く
）

▼
受
診
方
法
　
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
指
定
医
療
機
関
に
直
接
電
話
で

予
約
い
た
だ
き
、
無
料
受
診
券
を
持

参
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※

無
料
受
診
券
の
対
象
年
齢
以
外
の
方

は
有
料

　
親
子
で
取
り
組
む
乳
幼
児
の
む
し
歯

予
防
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
乳
歯
は
永

久
歯
よ
り
も
む
し
歯
に
な
り
や
す
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
お
や
つ
や
食
事
、

正
し
い
歯
磨
き
方
法
に
つ
い
て
親
子
で

楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
　
７
月
６
日
㈬
10
時
か
ら
11
時

30
分
ま
で
（
予
約
制
）

▼
場
所
　
伝
統
産
業
会
館

▼
対
象
　
平
成
20
年
12
月
か
ら
平
成
21

年
５
月
生
ま
れ
の
２
歳
児
と
そ
の
親

※

平
成
21
年
６
月
か
ら
11
月
生
ま
れ
の

方
を
対
象
に
し
た
教
室
は
12
月
に
実

施
予
定
。

▼
定
員
　
30
人
（
先
着
順
）

▼
内
容
　

○
講
話
「
む
し
歯
に
な
ら
な
い
た
め
の

磨
き
方
と
生
活
の
ポ
イ
ン
ト
」
／

「
ご
は
ん
や
お
や
つ
の
食
べ
方
」

○
み
が
き
残
し
チ
ェ
ッ
ク
と
ブ
ラ
ッ
シ

ン
グ
指
導

▼
参
加
料
　
無
料

▼
持
参
す
る
も
の
　
親
子
と
も
歯
ブ
ラ

シ
・
コ
ッ
プ
・
タ
オ
ル
・
洗
濯
ば
さ

み
・
母
子
健
康
手
帳

▼
申
し
込
み
方
法
　
６
月
22
日
㈬
ま
で

に
健
康
課
へ
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　｢

子
宮
が
ん｣

は
20
〜
30
歳
代
、
「
乳

が
ん
」
は
40
〜
50
歳
代
で
発
症
す
る
方

が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
ど
ち
ら
の
が
ん
も
検
診
に

よ
る
早
期
発
見
と
適
切
な
治
療
で
治
る

こ
と
が
特
徴
で
す
。
対
象
年
齢
の
方
は

レ
デ
ィ
ー
ス
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

（
左
ペ
ー
ジ
上
を
参
照
）。

※

集
団
検
診
と
個
別
検
診
で
検
査
内
容

や
精
度
に
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
子
宮
が
ん
検
診
　
20
歳
以
上
の
方
が

対
象
で
す
。
子
宮
頸
部
細
胞
診
検
査

を
行
い
ま
す
。
２
年
に
１
度
の
受
診

を
お
勧
め
し
ま
す
。

▼
乳
が
ん
検
診
　
40
歳
以
上
で
昨
年
度

検
診
を
受
け
て
い
な
い
方
が
対
象
で

す
。
視
触
診
と
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
撮

影
に
よ
る
検
診
を
行
い
ま
す
。

※

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
装
着
さ
れ
て
い

　
る
方
、
豊
胸
術
を
受
け
た
方
、
授
乳

　
中
の
方
は
対
象
外
で
す
。

　
対
象
の
方
に
、
子
宮
が
ん
検
診
・
乳

が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
と
検
診

手
帳
を
６
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
17
年
よ
り
積
極
的
な
勧
奨
を
控

え
て
い
た
日
本
脳
炎
予
防
接
種
の
一
部

の
対
象
者
に
対
し
て
勧
奨
を
再
開
し
ま

す
。

　
対
象
者
に
は
５
月
末
に
接
種
券
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者

○
３
歳
以
上
７
歳
半
未
満
で
日
本
脳
炎

１
期
を
未
接
種
の
方

○
平
成
13
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
15
年

４
月
１
日
生
ま
れ
で
日
本
脳
炎
１
期

を
未
接
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の
方

　
問
い
合
わ
せ
先
（
共
通
）

　
健
康
課
（
☎
　
３
９
７
７
）

「
歯

歯
周
疾
患
検
診（
個
別
検
診
）

「
親
子
で
楽
し
く
☆
歯
っ
ぴ
ー
教
室
」

参
加
者
募
集

レ
デ
ィ
ー
ス
検
診
の
お
知
ら
せ

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て

6月4日～10日は、歯の衛生週間

　歯周病とは、歯と歯を支える組織（歯周組織）
の様々な病気の総称です。歯ぐきの腫れや出血
から始まり、放っておくとやがて歯がぐらつい
て抜けることもあります。厚生労働省の調査に
よると、55～64歳の約50％が歯周病にかかっ
ているといわれています。

～「歯周病」あなたは大丈夫ですか？～

「みがこうよ 未来へつなげる　
　                    じょうぶな歯」
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コミセンおの
王子町806番地の1（☎63-1020・FAX63-1138）

「第38回小野市民将棋大会」参加者募集

☎63-1020　FAX63-1138

施 設
だ よ り

●日　時　6月26日（日）9：30～（受付9：00）
●場　所　コミセンおのコミュニティホール
●対　局　A級（3段以上）・B級（初・2段以下）

C級（１級以下）・小学校高学年の部・
小学校低学年の部

●参加料　一般1,500円、学生1,000円（昼食付き）
※事前申し込みは不要
※市外の方の参加も可能　　　

「小野シネマゴールドカード」発売中！
　全6回12作品の小野名画劇場がすべて鑑賞できます。　
●価格　1枚2,000円（当日券は700円）

小野名画劇場　開催！6月18日（土）大ホール（開場9：30）小野名画劇場　開催！6月18日（土）大ホール（開場9：30）

①13：30～ ②19：00～
●２０１０年　日本
●監　督　杉田成道
●出　演　役所広司/
　佐藤浩市/山本耕史ほか    

「最後の忠臣蔵」

①10：00～ ②16：10～
●１９５７年　英・米国
●監　督　デヴィッド・リーン
●出　演　アレック・ギネス/
　ウィリアム・ホールデンほか    

「戦場にかける橋」

「自分みがき講座」受講生募集

●内　容　①茶道教室（奥野　澄子）
　　　　　②ケーキ教室（山下　源太朗）
　　　　　③パスタ教室（蛭田　千秋）
●日　時　7月5日～9月27日の毎週火曜日（全　　
　　　　　12回）19：00～21：00
●場　所　コミセンおの
●受講料　3,000円
●定　員　20人（応募多数の場合抽選）
●申し込み期間　6月1日（水）～15日（水）

「おの歴史探訪講座」受講生募集

　おのの歴史文化に興味がある方の応募をお待ちしています。

●日時・内容　
①  7月12日（火）「史跡を知る　おのを歩く」
②  9月  7日（水）「史人を知る　おのの史人」
③10月  5日（水）「史話を知る　おのの歴史余話」
④11月  9日（水）「ゆかりの地を知る　ゆかりの地を歩く」
●受講料　1,500円
●定　員　30人（応募多数の場合抽選）
●申し込み期間　6月1日（水）～25日（土）

コミセンおの分館自主事業実行委員会「よって吉くらぶ」主催

「浴衣の着付け・帯の結び方講座」
受講生募集

　初心者コースでは浴衣の着付けを習い、
経験者コースでは帯の結び方を習います。

●日　時　7月3日（日）（30分前より受付）
　　　　　  9：30～11：30（初心者コース）
　　　　　13：00～15：00（経験者コース）
●場　所　コミセンおの分館「よって吉蔵」
●受講料　各500円
●定　員　各10人（応募多数の場合抽選）
●申し込み期間　6月1日（水）～20日（月）　　

●申し込み方法　(共通)
　コミセンおの窓口に備え付けの申込用紙に必要事項を
　記入のうえ、申し込みください（ファクスも可）。

市民ギャラリー展示案内
展 示 内 容

5/30（月）～6/11（土）

6/13（月）～ 25（土）

日　　程

「文化連盟　現代作家シリーズ展」

「穀粉粘土の花」　　きなこ工房

掘井 忠彦
藤本 孝子

※詳細はチラシを

 パパサタサロン講座
「お父さんといっしょに遊ぼう」

「工作教室」申し込み受付中

●日　時　6月12日（日）10：00～11：00
●場　所　図書館2階　児童閲覧室
●対　象　市内在住の4歳～小学3年生（先着
　　　　　15人）
●内　容　折り紙や簡単な工作
●申し込み方法　
　　　　　図書館窓口カウンターで申し込み
　　　　   ください（電話でも受け付け可）。
※工作に必要な道具は図書館が用意します。

　お父さんと一緒に体を動かして気持ちの良
い汗を流しませんか。笑顔になれるプログラ
ムがいっぱいです（家族での参加も可）。

●日　時　6月12日（日）10：30～11：30
●場　所　児童館チャイコム　遊戯室
●対　象　子育て中の親子
●定　員　80人（先着順）
●講　師　勝木洋子さん（神戸親和女子大学教授）
●参加料　1家族300円
●持ち物　水筒・タオル・着替え
●申し込み方法　当館備え付けの申込用紙に
　必要事項を記入のうえ、申し込みください
　（ファクスも可）。

児童館チャイコム予定表（6～7月）
【ふれあいタイム】月～金（11：00～11：30）遊戯室
【つどいの広場】月・金・土（10：00～15：00）集会室

（都合により変更する場合があります）
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6月のお話会

4日（土）
11日（土）
18日（土）

10：30～
14：00～・14：40～
10：30～
　

6月の休館日

21日（火）

～   
28日（火）

《遊戯室》11：00～11：30
ふれあいタイム・パパサタサロンなど

日
《集会室》10：00～15：00
つどいの広場・エコ工作など

図書館
中島町64番地（☎62-0456・FAX62-0606）

児童館チャイコム
浄谷町2859番地（☎・FAX63-8588）

特別整理期間のお知らせ

・休館中に資料を返却されるときは、返却
ポスト（図書館玄関右側）、コミセン（市
内6か所）、福祉公社（神戸電鉄小野駅1
階）、うるおい交流館エクラをご利用く
ださい。

・6月7日（火）から20日（月）の期間は、貸
　出点数と期間を下記のとおり変更します。
　●貸出点数　30点以内（うちCDは3点以内）
　●貸出期間　22日間

6月21日（火）～28日（火）まで蔵書点検の
ため休館します。 

6/1
2
3

4

5

6

7
8
9

10

11

12

13

14

15
16

17

18
19
20
21
22
23

24

25
26
27

28

29
30

7/1

2

3
4
5
6
7
8
9
10

(水)
(木)
(金)

(土)

(日)

(月)

(火)
(水)
(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)
(木)

(金)

(土)
(日)
(月)
(火)
(水)
(木)

(金)

(土)
(日)
(月)

(火)

(水)
(木)

(金)

(土)

(日)
(月)
(火)
(水)
(木)
(金)
(土)
(日)

にこにこ子育て相談（9：45～11：00）

みんなであそぼうリズムにのって

親子で自由あそび

親子で自由あそび

親子で自由あそび

みんなで体操 1．2．3

選んで遊ぼうコーナーあそび

みんなであそぼうリズムにのって

親子で自由あそび

親子で自由あそび

親子で自由あそび

みんなで体操 1．2．3

みんなであそぼうリズムにのって

親子で自由あそび

親子で自由あそび

みんなでお祝いハッピーバースデー

みんなで体操 1．2．3

選んで遊ぼうコーナーあそび

みんなであそぼうリズムにのって

親子で自由あそび

パパサタサロン「作ってあそぼう」

親子で自由あそび

掲示板に表示する作品づくり

みんなで体操 1．2．3

選んで遊ぼうコーナーあそび

親子で自由あそび

親子で自由あそび

たなばた会 (10：30～11：30）

にこにこ子育て相談（9：45～11：00）

選んで遊ぼうコーナーあそび

親子で自由あそび　

パパサタサロン「作ってあそぼう」

親子で自由あそび

            ̶

            ̶

おしゃべりタイム（10:30～）

エコ工作を楽しもう

エコ工作を楽しもう

            ̶

            ̶

            ̶

エコ工作を楽しもう

エコ工作を楽しもう

おしゃべりタイム（10：30～）

            ̶

            ̶

            ̶

エコ工作を楽しもう

エコ工作を楽しもう

6月生まれのお友だち集まれ！（10：00～10：30）

            ̶

            ̶

            ̶

エコ工作を楽しもう

エコ工作を楽しもう

おしゃべりタイム（10：30～）

            ̶

            ̶

            ̶

エコ工作を楽しもう

エコ工作を楽しもう

            ̶

            ̶

            ̶

おしゃべりタイム（10：30～）

エコ工作を楽しもう

エコ工作を楽しもう

お話を楽しもう
（読み聞かせリーダー）

お話を楽しもう
（読み聞かせリーダー）

パパサタサロン講座　
「お父さんといっしょに遊ぼう」
勝木 洋子さん（10：30～11：30）
 ※申込者対象

みんな一緒にお話聞こう
(読み聞かせ )

みんな一緒にお話聞こう
(読み聞かせ )

ベビーマッサージ (10：00～12：00）壁谷 八寿子さん※申込者対象 

ほっと☆ｍａｍ広場「おはなしであそぼう」
（10:00～11:30） ※申込者対象

0歳児・ほのぼのひろば
（10：30～11：00）　

お話を楽しもう（読み聞かせリーダー）

「わらべうたあそびを楽しもう」　
（10:30～11:30）※1歳児対象

パネルシアターをみよう
（10：30～11：30） ※2歳児以上対象

ほっと☆mam広場「七夕カフェ」
(10：00～11：00) ※申込者対象
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人間の力だけで作り出すパフォーマンスに
よる、感動と興奮のエンターテインメント！！

◆出　演　鼓童
◆場　所　エクラホール
◆入場料　前売  一　　　般　5,000 円
               　　  高校生以下　2,500 円
　　　　　当日は各 500円増　　

好評
発売中

市民ピアニストが弾き繋ぐ演奏
をお楽しみください。
◆場　所　エクラホール
◆入場料　無料

～結成３０周年スペシャル～

第
１
回

第
２
回

第
３
回

日　程 定員 内　　容　・　講　　師

6/15（水）
10：00～
　12：00

6/22（水）
10：00～
　12：00

6/29（水）
10：00～
　12：00

30人

30人

30人

「子どもとの信頼関係を願って…。
　　　～簡単なおもちゃ作りと遊び方」
講師：1回目と同じ

「今どきの子育てから見えるもの
　　～子育て支援者としての心がまえ」
講師：石堂美紀代さん
（NPO法人 子育てサポート☆きらりing理事長）

詳細は右表の通り
◆場　　所　大会議室ほか
　　　　　　 （3回目は中会議室）
◆締め切り　各回の1週間前
◆託　　児　無料
　　（要予約・定員あり・1歳から）

子育て中の方を応援しながら、子どもの発達を見守り、自分自身も成長
していく。そんなボランティア活動をはじめてみませんか？
子育てのヒントも満載のこの講座。子育て中の方もぜひどうぞ。

講座終了後、希望される方はエ
クラ託児ルームのサポーター、
託児サークル「このゆびと～ま
れ♪」の会員として、登録および
活動ができます。

鼓童ワン・アース・ツアー 2011 みんなで創る市民参画型イベント

ピアノマラソンⅦ

6月の休館日　28 日（火）
--

託児サポーター養成講座
参加者募集

9月 11日（日）17：30開演 7月 10日（日）
 10：00～（予定）

「デートDVと恋愛」
小野市男女共同参画センター講演会

鉄道模型やジオラマがエクラに大集合！
鉄道模型の体験運転もできます。

◆場　所　ハートフルサロン
◆入場料　無料

鉄道模型展 ～ちいさな世界～

◆場　所　大会議室
◆入場料　キッズ会員200円
　　　　　　　　一般500円
◆発売日　キッズ会員6/4・一般6/11

アンディー先生のマジックショー

6月 26日 (日)    14：30～ 16：30

◆講　　師　上村茂仁さん
　　　　 　（ウィメンズクリニック・かみむら院長）
◆定　　員　500人（先着順）
◆託　　児   無　料
　　　　　   （要予約・定員10人・1歳以上小学3年生まで）
◆申込方法   住所・氏名・年齢・電話番号・託児の有無
                  をお知らせください。
◆締 切 日   6月17日(金)
◆問い合わせ　男女共同参画センター
　　　　　　　　　（☎62－6765）

子ども達がおかれているDV・デートDVの現状につい
て地域全体で考えてみませんか。

7月 30日(土)  ①11:00 ～ ②14:00 ～

7月 23日 (土) ～ 24日（日）

「保健師さんに聞いてみよう
～子どもを取り巻く変化」
講師：小野市保健センター　保健師
「交流会」

Ⅰ部

Ⅱ部 

           ※未就学児の入場をお断りしています。

コミセンおの205号室特設人権 6月1日（水）
10：00～15：30

相談名 相談日時 相談場所 相談内容 担当課（電話番号）

月～金曜日
9：00～17：00

法　律
6月8日（水）・22日（水）
13：30～16：00

予約は1日の9時から受付します

市民サービス課相談室

要予約

要予約

生活上の問題・行政に関する相談

弁護士による法律的な解釈が
必要な問題など

人　権

あんしん窓口

消費生活

高齢者総合相談

住宅改造
（高齢者・障がい者向）

ふれあい福祉

障がい者総合相談

精神障がい者

児　童

子育て

にこにこ
子育て相談

子育て
安心ダイヤル
思春期

ホットダイヤル

不登校相談

乳幼児育児不安

女性のための相談

母子自立

いじめ等相談窓口
（ＯＮＯひまわりほっとライン）

法律相談

外国人生活相談

面接相談は要予約

一

般

相

談

障
が
い
者
相
談

子

ど

も

相

談

女
性
相
談

要予約

女性のための
医療相談　　　

要予約

要予約

要予約

6月15日（水）
13：30～15：30 コミセンおの302号室

月～金曜日
9：00～12：00・13：00～16：00

生活環境グループ
月～金曜日

9：00～17：00
（消費生活相談員による相談は月・水・金）

月～金曜日
9：00～17：00

月～金曜日
9：00～17：00

火・木曜日
9：00～12：00

月～金曜日
9：00～17：00

6月17日（金）
13：00～15：00

木曜日
9：00～12：00

月～金曜日
9：00～16：00

月～土曜日
10：00～17：00

6月1日（水）
9：45～11：00
月～金曜日

9：00～16：30
月～金曜日

9：00～16：30
月～金曜日

13：00～17：00

月～土曜日
9：00～16：00

木曜日

月・水・金曜日
9：00～16：00

木曜日
13：30～16：00

月～金曜日
9：00～17：00

毎月第1土曜日
13：00～16：00

人権に関すること

小野市民病院
地域医療室内医療福祉相談室

医療福祉に関する悩みなど

商品や契約の苦情に関する問題

介護・認知症に関する相談等

うるおい交流館エクラ
事務室 生活上の問題

福祉事務所相談室 生活上の悩みなどの母子の
自立に向けた相談

小野市民病院
医療福祉相談室

看護師による
「医療に関する悩み」など

市民安全部
ヒューマンライフグループ

いじめ、虐待、DV、セクハラなど
いじめ相談

小野警視派出所2階 法律問題全般に関すること

子どもの健康・栄養・発達に
関すること

体のこと・性のこと

適応教室 不登校に関して、電話と面接相談
で応じます

来住保育所
（小野市地域子育て支援センター）

乳幼児の子育ての悩みなど

うるおい交流館エクラ
相談室

女性が抱えるさまざまな問題
※託児可能（要予約・無料）

伝統産業会館内
保健センター

社会福祉協議会会議室 生計、職業、住宅、家族の悩みなど

西庁舎１階 障がい者（児）の日常生活に
おける相談

社会福祉協議会会議室

福祉事務所相談室 家庭環境、子育ての悩みなど
（養護、虐待など）

子育てに関すること

特に発育・栄養に関すること
児童館チャイコム

日常生活上での悩みごと

福祉事務所相談室
高齢介護課相談室

高齢介護課相談室

バリアフリー化など住宅改造に
関すること

市民サービス課
63-1013

人権啓発推進グループ
63-1243

小野市民病院
63-2020 内線188

生活環境グループ
63-1686

地域包括支援センター
63-2174

高齢介護課・社会福祉課
63-1011

社会福祉協議会
63-2574

障害者地域生活・
相談支援センター

63-1000 内線725・735

子育て支援課
（家庭児童相談室）
63-1645

児童館チャイコム
62-7020

保健センター
63-3977

来住保育所
（小野市地域子育て支援センター）

62-8428

男女共同参画センター
相談専用電話
63-8250

小野市民病院
63-2020 内線188

国際交流協会事務局
62-6763

いじめ担当グループ
62-4110

小野交通安全協会事務局
62-1410

税務相談
6月2日（木）・16日（木）
13：00～16：00
※受付は15：30まで

第2庁舎第1会議室 税金に関すること
近畿税理士会・
社支部事務局  
0795-48-2055

社会福祉課障害福祉係
63-1011

子育て支援課
63-1645

（電話相談） 　9：30～11：30
（面接相談）13：00～16：00

お気軽にご相談ください。相談窓口相談窓口相談窓口 相談日が祝・祭日と重なるときは、休ませていただく場合があります。

適応教室
63-4175

市民・行政
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　「広報おの」3月号の本欄
で、有名な建築家・ヴォーリ
ズ氏の夫人である一柳満喜子
さんが教育や福祉などに取り
組んだ情熱は、藩政時代の小
野藩主・一柳家のDNAを受け
継いだものだろう、と書いた。
これはもちろん、満喜子さん
の父も母も他家の人なので、
血筋として直接的に一柳家の

遺伝子を受け継いだという意
味ではない。しかし、小野藩
の藩風、一柳家の家風は満喜
子さんにしっかり受け継がれ
ていたという趣旨だ。
　5月14日、エクラで催され
た小野音楽絵巻「一柳満喜子
伝」でも満喜子さんの業績が
披露された。そんな満喜子さ
んの土壌となった小野藩・一
柳家がどんな藩風・家風だっ
たのか、「小野市史」などを
もとにひもといてみよう。
　まず、教育だが、満喜子さ
んは幼稚園を手始めに高校ま
で持つ近江兄弟社学園の学園長として活躍し
た。小野藩は教育熱心で、小野高校の敷地内
に藩校を設けて、藩士の教育にあたった。名
前は博学館、伝習館、帰正館と改名されたが、
歴代の藩主は藩校の充実を図り、文武両道の
教育に力を注いだ。小野の藩校の特長は、藩
士だけでなく、庶民にも門戸を開いていたこ
とにある。
　特に著名な国学者、大国隆正を招いて学
問・教育の振興を図った。弘化3年（1846年）の
ことだが、江戸期の代表的な道徳・教訓書の小
野版を庄屋らに配り、藩校教官を村々に派遣
し、講釈させている。
　満喜子さんは医療・福祉では、貧しい家の子
を保育し、ヴォーリズ氏を助け結核療養所を
運営、塗り薬メンソレータムの製造・販売など

を展開した。小野藩はウサギ狩りをしてその
血で天然痘の予防薬をつくり、領民に配った。
下痢の丸薬も配ったほか、疫病対策で神仏に
祈祷し、霊験のあるというお札まで配ってい
る。さらに、村の高齢者への生活扶助、捨て
子養育への配慮などきめ細かい。
　また、臨時的な措置だが、凶作の年には食
費補助をし、芝居見物のできなかった困窮領
民に施米も実施するなど領民への思いやりあ
る治世をしている。

　満喜子さんに受け継がれ
た一柳家の重要なDNAは、
神道とキリスト教との違い
はあるが、大いなる信仰心
と「私財を蓄えず」という精
神だろうか。満喜子さんの
諸活動はキリスト教の信仰
にもとづくものであり、夫
妻とも建築設計や塗り薬販
売で儲けたお金は贅沢や蓄
財に回すことなく、教育や
福祉、布教などの活動に注
ぎ込んだのだ。満喜子さん
は幼稚園創業時、自分のこ
づかいや少しの持ち物を現

金に換えてその費用に充てていたという。
　一柳家はおおむね代々質素倹約に努め、信
仰心が厚かった。5代末栄（すえゆき）は自分
ひとり神罰を受けてもかまわないから家士・
農商・万民の安穏を願い、藩政の再建を神に
祈願した（1764年）。この祈願文では「神の恵
みによって家臣や領民の生活を安定させてほ
しい」と訴えている。藩主用の乗馬を安い馬
に買い替え、その差額で家臣の扶持米に充て
たこともあった。1790年には還暦の祝意も
込めて領内の百姓にお金を配り、大干ばつの
ときは領民のために自ら神社に参拝し、雨乞
いをした。
　小野藩主の治世は、満喜子・ヴォーリズ夫
妻の信仰心と活動に合い通じるものがあると
感じるのは私だけであろうか。
　

満喜子さんのＤＮＡは
旧小野藩・一柳家にあり

「一柳家陣屋遺跡」の石碑が建つ小野小学校前

一柳家の家紋
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旭丘中
学校編

マーク レイン先生の
英語レッスン

小野東幼稚園 遊びの数だけヒーローがいる！

　本年度、旭丘中学校は新入生１１６人を迎えて全校生３６３
人でスタートしました。入学式では、校区の３小学校を
代表しての「新入生誓いの言葉」が元気に読み上げられま
した。３年間安全に通学できるように、生徒総会では
「旭丘交通安全宣言」を唱和し、安全意識の徹底を図りま
した。
　４月１６日の学習参観での保護者アンケートには「中学生
らしく、とても落ち着いた授業だった」「ＩＣＴ機器の活
用など生徒の関心を引き出す工夫がされている」などの声
がありました。本年度は、「規律・活力・魅力あふれる創
造的な校風づくり」にまい進していきます。

　園児たちの目がいち
ばん輝いているのは、
昼食後の「好きな遊び
の時間」です。自分た
ちで気に入った遊び道
具をうまく使いながら
それぞれみんな夢中に
なって遊んでいます。
　片付けの放送が流れ

始めても、なかなか遊びが終わる気配はありません。
　なぜ、遊びは子どもたちにとってこれほど魅力的なので
しょう。魅力の原因はどこにあるのでしょう。
　それは、なんと言っても遊びは「楽しい」からです。夢中
になって遊んでいる園児を観察していて気づいたことです。
①自由に自分のやりたい活動をしている。
②少しずつ遊びをグレードアップさせている。
そして、それぞれの遊びの数だけヒーローがいることです。

幼稚園だより

入
学
式
学
級
開
き

新
入
生
誓
い
の
言
葉

学
習
参
観

旭
丘
交
通
安
全
宣
言

Today, let’s talk about similes! 
（直喩についてお話しましょう。）

A simile is a phrase that compares two things 
using the words‘like’or ‘as’.
（直喩とは like や as を使って 2つのことを比べる表現。）

Let’s play a game about similes!
（では、直喩についてのゲームをしてみましょう。）

First, fill in the similes with the correct words:
（まず正しい語でうめてみてください。）

①He’s as strong as an ___.         a. ice
②She’s cold as ___.                    b. pie
③The test was easy as ___.  　   c. ox

Here are the answers： （答え）
①ox（雄牛）　②ice（氷）　③pie（パイ）

Now, let’s check the meaning：（意味）
①Very strong, powerful.（とても力が強い）
②A cruel disposition.（冷酷な気質）
③Very simple, easy to do. （とてもシンプルで簡単）

新学期
スタート！

ふ　ち  まい



スポーツで地域交流
かわいの大運動会

男子走り高跳び（小学校）
山田秀勝くんが優勝！

第５９回兵庫リレーカーニバル

　大会1日目、悪天候にもかかわら
ず、山田秀勝くん（市場小6年）が、小
学男子走り高跳びの部で、1ｍ３２を跳
び優勝を果たしました。山田君は、
公式大会での自己記録更新に喜びな
がらも、次の目標を、「7月にある全
国大会予選会で優勝し、全国大会に
出場すること」と力強く語ってくれ
ました。

主な成績（敬称略）
●中学男子3,000ｍ 5位　上村宗平（旭丘中2年）
●中学女子100ｍ障害 2位　一橋美有紀（小野中3年）
●小学男子100ｍ 4位　田阪我夢（下東条小6年）
 5位　友定裕貴（大部小6年）
●小学男子走り高跳び 1位　山田秀勝（市場小6年）
 5位　河合琢真（小野東小6年）
 6位　小林良輔（中番小6年）
●中学女子4×100ｍ 6位　小野中【照本彩奈（2年）、 桑野優奈（3年）、
  　　　一橋美有紀（3年）、高橋彩実（2年）】
●小学男子4×100ｍ 3位　下東条小【肥田海翔（6年）、久後健太（6年）、
  　　　　  桐野拳世（6年）、田阪我夢（6年）】
 6位　小野東小【森下海渡（6年）、田中　翔（6年）、
  　　　　  河合琢真（6年）、川上朋也（6年）】　

第１０回そろばんグランプリ兵庫
ハイレベルな技能の競演

集まったそろばんは約６,４００丁 ～そろばんリユース事業～

　昨年8月より家庭で使われていないそ
ろばんを回収し、検品、修理したものを
珠算の普及に取り組む外国などに贈って
います。
　4月末現在で、集まったそろばんは、
約６,４００丁。これまでに、トンガ、アメ
リカに約１,０００丁贈っています。
●問い合わせ先　産業課（☎63-1928）

　（社）兵庫県珠算連盟主催の
「第１０回そろばんグランプリ兵
庫」が小野市伝統産業会館で行
われ、県内の珠算塾に通う生徒
ら１１０人が競技に参加しました。
　大会は、珠算教育の振興とそ
ろばんのまち小野市をPRするた
め毎年開催。伝統工芸士による
そろばんの組立実演もありまし
た。

よさこい踊り参加者募集

　スポーツクラブ２１おのは、小
野まつりの「おの恋おどり」に
参加するよさこいチーム「リト
ル笑好惚♡」を結成。参加者を
募集しています。
●対象　市内の3歳～小学6年生
●募集期限　6/23（木）
●参加料　1,000円
●説明会　6/26（日）19：30 ～
●練習日　7/17・24、8/7・14
●練習場所　小野小学校体育館
●申し込み方法　
ファクスまたは郵送で、住
所・氏名・年齢・電話番号をお
知らせください。
●申し込み先
　〒675-1375　
　小野市西本町477番地
　スポーツクラブ２１おの事務局
　（ＦＡＸ62-2621）

スポーツクラブ２１おの

「リトル笑好惚♡」
え す ぽ

　河合運動広場で、河合地区
地域づくり協議会主催の運動
会がありました。河合中学校
の生徒も運営に協力し、保育
園児から高齢者まで約１,６００人
が参加。綱引きや町対抗リ
レーでは、選手や会場全体が
大いに盛り上がりました。
　この日、東日本大震災の募
金活動も行われ、6万5千円の義
援金が集まりました。ご協力
ありがとうございました。
    （河合小学校区　K子さん）

5/3

河合

4/２３・２４

神戸

5/1

王子
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　「ハートフル花見＆ハイキ
ング」が小野ゴルフ倶楽部（来
住町）で開催されました。
　毎年桜の季節に市内ゴルフ
場で行われ、当日も桜が満開、
天気も上々と絶好のお花見日
和でした。市内外から約３００人
の方々が参加され、普段は
ゆっくり歩くことのないゴル
フコースを散策されたり、桜
の下で持参されたお弁当を楽
しまれていました。
  （小野市ゴルフ協会事務局）

4/１４

市内

　河合小、河合中、小野特別
支援学校合同で遠足をしまし
た。　
　今年度で8年目となる小中連
携教育の一環で、遠足は7年目。
中学生を中心に、縦割りグ
ループで自主的に活動し児童
生徒の交流を深めることを目
的としています。
　このたびは、学年に応じて、
八ケ池自然公園、夢の森公園、
ひまわりの丘公園へ向かい交
流しました。  （学校教育課）

　この春、小学校に入学した
児童（市内５２５人）が、はじめて
の給食を体験。メニューは、
児童が好きなもので、取り分
けのしやすいよう配慮された
クリームシチューやささみフ
ライのほか、特別メニューと
して、おいわいクレープが提
供されました。
　大部小学校では、給食の準
備や片付けに、6年生が手伝う
姿がありました。
　　　　　　  （学校教育課）

　コミセンおのコミュニティ
ホールで、東日本大震災チャリ
ティコンサートが行われました。
　コンサートは、出演者であ
る大津はるみさん（ソプラノ）
からの発案に、小野地区地域
づくり協議会が賛同したこと
で実現。当日１３０人が足を運び、
１１万円の義援金が集まりまし
た。
　ご協力ありがとうございま
した。
　 （小野地区地域づくり協議会）

小学校1年生が
はじめての給食に
舌鼓

小中合同で遠足！
（河合中学校区で）

～届けよう！東へ～
♪歌の花束♪

ゴルフ場で
花見＆ハイキング

各地で  咲き誇る！
　　　　  （4月下旬）
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まちの特派員による
取材記事などを紹介

4/１１

来住

4/２９

コミセンおの

4/１８

河合

加古川上流浄化センター東側に咲く八重桜

ひまわりの丘公園南側の菜の花畑 新大河橋東側に咲く芝桜
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　市では、皆さんと一緒に、より美しく健康で安全なまちづくりを目指す、
「マム・プロジェクト」に取り組んでいます。
　毎月、ハーブの魅力や美しいまちづくりについてご紹介します。

　うるおい交流館エクラやひまわりの丘公園に咲く
“ラベンダー”は、ひときわ濃い紫で香りも上品。
　これは原産国のフランスでトゥルー（本物の）ラベ
ンダーと呼ばれているイングリッシュ系ラベンダー・
北海道の品種ヨウテイを、神戸で選抜したとても貴
重な品種です。
　これらのハーブを使って、市民の方々の手でつく
るハーブのエコアイデア（商品）が生まれることを１
つの目標に、マム・プロジェクトが動き出します。

“小野市のラベンダー” うるおい交流館エクラに咲くラベンダー

平成２２年中に生まれられたお子さんを紹介しています。
（毎年1月号に募集記事を掲載、2月に募集を締め切っています）

最高の笑顔で、ずーっとみんなを癒してね☆　　　　  　（母　友香さん）

黒川町
1歳4か月

よしかわ　　　 くうあ

パパとママの宝物♡明るく元気に育ってネ。　　　　  （母　いづみさん）

横山　明璃ちゃん

下来住町
1歳4か月

よこやま　　　 あかり

ママ大好きな大育く
ん

パパとも遊んでね。

　              （父　鉄
平さん）

宮脇　大育ちゃん

神明町
1歳3か月

みやわき　       たす
く

◆問い合わせ先　
観光課景観整備係（☎63-2182）

※マム（M：みんなの U：うつくしい M：まちづくり）

いっぱい食べて遊
んで

元気に大きくなっ
てね

　　　　（母　千
佳さん）

岡村　美怜ちゃん

神明町
1歳4か月

おかむら　　　 み
れい

待望の末っ子長男　尊くん姉弟仲良く育って下さい。　　　 　 （母　茜さん）

泉　尊ちゃん

王子町
1歳3か月

いずみ　　　たける

亜蘭はパパとママ
の宝物！

これからもよろし
くね

（父　卓哉さん　母　
久美子さん）

福岡　亜蘭ちゃん

河合中町
1歳3か月

ふくおか　        あ
らん

気分はいっちょ前。
失敗恐れず、その調子！
　　　　（母　浩子さん）

長光　恵那ちゃん

王子町
1歳4か月 ながみつ　       え　 な
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身近な観光情報を発信
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吉日女柳輝会

～絶え間ない笑顔で活動～

　私たち、吉日女柳輝会は、小野まつり、陣屋まつ

り、上田三四二記念「短歌フォーラム」などに参加し

「民謡」、「新舞踊」、「日本舞踊」と発表場所によ

り違う舞踊を披露しています。また、施設訪問も市

内外に広がり、高齢者の方とのふれあいも行ってい

ます。

　11月にある市民芸能フェスティバルでは、一年間

の締めくくりとして、先生も生徒も稽古に力が入り

ます。明るい雰囲気のなかで行う稽古は、皆が楽し

く、踊る喜びを分かち合っています。

　絶え間ない笑顔があふれる吉日女柳輝会で活動し

てみたい方は、コミセンおのでの練習を見学に来て

ください。

【練習日時】毎週火・水・金曜日

【練習場所】コミセンおの・代表者宅　
◆問い合わせ先 
　代表　岸本ひさ代 （☎62-5878）

小野アルプス周辺を楽しもう！
　市の南西部、加古川市との市境に連なる山並・小野アルプス。四季折々
の自然が楽しめるハイキングコースがあり、山頂の展望デッキからは、明
石海峡大橋、淡路島、播磨灘に浮かぶ島々まで一望できます。周辺にある
鴨池は、鴨、コハクチョウが飛来し、バードウォッチャーで賑わい、コー
ス東にある白雲谷温泉ゆぴかは、疲れた体・心を癒してくれます。

『紅山』切り立った岩盤が魅力

『鴨池』
夏はボート、冬はバードウォッチング

『きすみの見晴らしの森』の展望デッキ 『白雲谷温泉ゆぴか』

『岩倉古墳』と、むかし主要道路であったこ
とがうかがえる『道標』

鴨池

白雲谷温泉ゆぴか小野アルプス

市役所

季節の花が咲く散策道

詳しくは   小野市観光協会へ（☎63-1929）

きち  ひ   め  りゅうき かい
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人　口　50,522人（前月比+37）
　男　　24,632人　　　女　　25,890人
世帯数　18,724世帯　　面積　  93.84㎞2

まちの動き
5 月1日現在
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各種相談（予約制）　　加東健康福祉事務所
●HIV（エイズ）抗体検査・肝炎ウイルス検査・相談 （☎0795-42-9436）
　6月6日（月）・20 日（月）・7月4日（月）13：30～14：30　
　※無料・匿名で受けられます　
●専門栄養相談（食事療法が必要な方の相談）　　（☎0795-42-9365）
　6月3日（金）・　7月1日（金）13：30～15：00

北播磨小児科救急
曜　　　日
第　1　土曜日
第　3　土曜日

第 2・4 土曜日に続く日曜日

診療時間
12：00～18：00
10：30～18：00
 9：00～17：00

詳しくは、ホームページ「北播磨いきいき情報」をご覧ください　
当番病院は、消防署（☎63-0119）で確認のうえ受診してください

※当番医は変更することがありますので、新
聞、消防テレフォンサービス（☎63-7119）
または、消防署（☎63-0119）で確認して
ください。

※小児（１５歳以下）は、事前に医療機関に問い
合わせたうえ受診してください。

6月 最新情報は
http://www.onokato-med.or.jp/

休日救急当番医（診療日時 日曜・祝日の9：00～18：00）
平日時間外内科系救急当番医（診療時間18：00～21：00）

日 月  火  水  木  金 土Sun Mon Tue Wed Thu Fri Sat

1 2 3 4

8 9 10 11

15 16 17 18

22 23 24 25

29 30 7/1 2

6

7

14

21

28

5

6

13 

20

27

4

5

12 

19

26

3 7

診療時間 9：00～18：00 診療時間 18：00～21：00（祝日は9：00～18：00）

吉川医院

【内科】 松尾内科

【外科】 小野市民病院
中町　63-2020

黒川町　64-0880

【内科】

【外科】 小野市民病院
中町　63-2020

王子町　64-2727

【内科】

【外科】 小野市民病院
中町　63-2020

10

8 9

FAX

田渕医院
加東市新町
0795-48-0160

兵庫青野原病院
南青野
66-2233

兵庫青野原病院
南青野
66-2233

坂本医院
加東市上中
0795-42-6660

東条診療所
加東市新定
0795-46-0048

緑駿病院
復井町
66-2020

緑駿病院
復井町
66-2020

依藤診療所
本町
63-0028

【内科】・【外科】
加東市民病院

　　加東市家原
0795-42-5511

【内科】・【外科】
加東市民病院

　　加東市家原
0795-42-5511

東条診療所
加東市新定
0795-46-0048

青山医院
加東市吉井
0795-46-0321

復井診療所
復井町
66-7318

土井病院
復井町
66-2119

小島クリニック
ますむら医院
加東市上滝野
0795-48-0704

松尾内科
黒川町
64-0880

松尾内科
黒川町
64-0880

小島クリニック
王子町
64-2727

小島クリニック
王子町
64-2727

　　加東市家原
0795-42-5511

加東市民病院【外科】
中町　63-2020

【内科】 小野市民病院
清水内科クリニック
敷地町
62-1005

つぼた小児科医院
西本町
62-2752

神　医院
加東市森
0795-47-0144

吉川医院
加東市社
0795-42-0105

篠原医院
粟生町
65-2810

篠原医院
粟生町
65-2810

　　加東市社
0795-42-0105

まつい子どもクリニック
敷地町
63-7366

松本小児科医院
加東市社
0795-42-5105

ふるもとクリニック
加東市社
0795-40-0202

伊佐治医院
神明町
63-7887

岡村医院
敷地町　
62-4300

ひまわりクリニック
神明町
62-7209

曽野医院
加東市東古瀬
0795-42-6299

赤羽目医院
加東市北野
0795-48-5058

育が丘クリニック
樫山町
62-8112

育が丘クリニック
樫山町
62-8112

岡田内科医院
市場町
62-7366

内　　容 対　　　　　象 日　　程 時　　間
平成22年12月11日から平成23年3月10日生まれで未接種の乳児
平成23年  1月16日から平成23年4月15日生まれで未接種の乳児

4か月児健康診査 平成23年  2月生まれの乳児
平成21年11月生まれの幼児
平成21年12月生まれの幼児
平成20年  4月生まれの幼児
平成20年  5月生まれの幼児

3歳児健康診査

平日、窓口で行います。妊娠届出書（または妊娠連絡票）と印かんを持参
ください。妊婦健康診査助成券（上限75,000円分）をお渡しします。

ネコの引き取り

1歳6か月児健康診査

健康カレンダー（保健センター ☎63-3977）

母子健康手帳交付

BCG予防接種 13：30～14：30

13：00～14：30

9：00～16：30

◯健診にお越しの時は、母子健康手帳をご持参ください

健
康
診
査

月1回実施します。引き取りを希望される方は、市健康課（☎63-3977）へご連絡ください。
（保健センターが一時移転しているため、申出者へ日時・場所をお知らせします。）

会場はすべて伝統産業会館です




